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◇市民協働のまち�
◇環境先進都市�
◇子育て・保健福祉のまち�
◇商業・文化芸術都市�

市の将来都市像�

２００８年　市制５０周年�

あなどれません。町田�

　年末・年始のごみ収集の日程は、下表のとおりになります。最終収集日を過
ぎてから出されたごみは、年始まで収集できません。各集積所に日程表を掲示
しますので確認して下さい。年末・年始はごみの量が多いため、通常の収集時
間帯と異なる場合があります。

年末・年始のごみ収集日程表
年始（１月）年末（１２月）
５日（月）から２９日（月）まで月・木コース

燃やせるごみ ６日（火）から３０日（火）まで火・金コース
４日（日）から２７日（土）まで水・土コース

資源とごみの収集日程表で確認して下さい。燃やせないごみ・ペット
ボトル

収集地区によって異なりますので、集積所の張り紙で
確認して下さい。

ビン・カン、有害ごみ、
古紙・古着、 剪  定 枝

せん てい

��������
　都営武蔵岡住宅・小山田桜台団地・公社森野住宅・シーアイハイツは別の
カレンダーがあります。団体（自治会）の担当者に確認して下さい。

□問 清掃事務所��７９７・７１１１、南収集事務所��７９５・９８１５
○清掃工場へのごみの持ち込み
　年末は１２月３０日（火）午後３時で終了します（通常の終了時間とは異なりま
すのでご注意下さい）。なお、１２月２３日（祝）は、ごみの持ち込みはできませ
ん。また、年始は１月５日（月）午前８時３０分からです。
※１２月２４日（水）から３０日（火）の搬入は大変混雑しますので、なるべくご遠慮下さい。
　ごみの持ち込みに関する問い合わせは町田市コールセンター（��７２４・５６５６）へ。
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月
１
日
に
、
新
し
く　

人
の

１０

１１

農
家
の
方
が
認
定
を
受
け
、
市
内

の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
は　

人
に
な

５６

り
ま
し
た
。
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と

は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
減
ら
し

た
農
業
生
産
方
式
を
導
入
す
る
計

画
を
、
都
知
事
か
ら
認
定
さ
れ
た

農
業
者
の
愛
称
で
す
。

　

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
が
生
産
し
た

農
作
物
に
は
、
認
定
シ
ー
ル
（
左

図
の
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
ま
す
）

が
張
ら
れ
て
い
て
、
市
内
農
協
の

ア
グ
リ
ハ
ウ
ス
な
ど
で
購
入
で
き

ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
の
積
極
的
な
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年　

月
、
初
め
て

１２

地
場
産
の
米
を
使
用
し

た
学
校
給
食
が
大
変
好

評
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年
も　
１１

月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
市
内

２５

２８

各
小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
地
場
産
の
米

に
、
可
能
な
限
り
地
場
産
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
の
根
菜
類
を
使
う
「
カ
レ

ー
の
日
」
、
市
内
の
作
付
面
積
・

算
出
額
が
１
番
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

を
使
っ
た
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の

日
」
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

□問
 

農
業
振
興
課
��
７

２
４
・
２
１
６
６
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エコファーマーに認定された皆さん

このマークが目印です

楽しくおいしく食べよう！

お間違いの
ないように

集積所に日程表を

掲示します

○粗大ごみの戸別収集電話受付
　年末の電話受付は１２月２６日（金）午
後５時で終了します。年始は１月５日
（月）午前８時３０分からです。
※年末は大変混雑します。お申し込み
はお早めに。

□問 リサイクル公社��７９７・１６５１

○ 剪  定 枝資源化センターへの持ち込み
せん てい

　年末は１２月２９日（月）午後５時
で終了します。年始は１月５日
（月）午前８時３０分からです。

□問 剪定枝資源化センター��７０８・４７７２

　

町
田
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
「
Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ

ア
」
が
ア
マ
チ
ュ
ア
最
高
峰
の
日

本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
（
Ｊ
Ｆ

Ｌ
）
へ
の
昇
格
を
決
め
ま
し
た
。

　
　

月
２
日
に
、
山
口
貴
之
選
手

１２
と
石
堂
和
人
選
手
が
戸
塚
哲
也
監

督
ら
関
係
者
と
と
も
に
、
そ
の
報

告
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
石

阪
市
長
の
激
励
を
受
け
た
２
選
手

は
「
１
年
で
Ｊ
リ
ー
グ
に
上
が
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強

く
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

町
田
ゼ
ル
ビ
ア
は
野
津
田
町
の

市
立
陸
上
競
技
場
を
試
合
や
練
習

会
場
と
し
て
い
る
チ
ー
ム
で
、
今

年　

月
に
行
わ
れ
た
全
国
地
域
リ

１１
ー
グ
決
勝
大
会
で
優
勝
し
、
今
回

の
昇
格
を
決
め
ま
し
た
。　

月
１

１２

日
に
行
わ
れ
た
昇
格
報
告
会
に

は
、
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
も
大
勢
か

け
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
名
の
「
ゼ
ル
ビ

ア
」
は
市
の
木
「
ケ
ヤ
キ

（
ゼ
ル
コ
バ
）
」
と
市
の

花
「
サ
ル
ビ
ア
」
を
組
み

合
わ
せ
て
つ
け
ら
れ
た
愛

称
。
今
後
も
Ｊ
Ｆ
Ｌ
で
活

躍
し
、
次
は
Ｊ
リ
ー
グ
入

り
と
、
地
域
の
夢
も
ふ
く

ら
み
ま
す
。

���������
��������	
��

市
内
商
店
街
な
ど
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
街
頭
フ
ラ

ッ
グ
。
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う

　

北
風
が
強
く
吹
く
日
が
あ
っ
て

こ
の
か
た
、
遠
く
、
雪
を
か
ぶ
っ

た
南
ア
ル
プ
ス
が
見
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
冬
の
季
節
が

巡
っ
て
き
ま
し
た
。
ツ
グ
ミ
の
初

認
（
そ
の
季
節
で
初
め
て
見
る
こ

と
）
を
記
録
し
ま
し
た
。　

月　
１１

１２

日
、
真
光
寺
川
の
は
る
か
上
空
を

　

〜
５
羽
が
西
へ
飛
ん
で
ゆ
き
ま

１４し
た
。
ツ
グ
ミ
は
、
シ
ベ
リ
ア
東

部
や
サ
ハ
リ
ン
な
ど
が
繁
殖
地

で
、
日
本
に
は
冬
鳥
と
し
て
や
っ

て
き
て
、
翌
年
の
春
、
５
月
初
め

ま
で
里
山
に
暮
ら
し
ま
す
。
こ
の

あ
た
り
で
は
、
青
空
を
バ
ッ
ク

に
、
実
が
少
し
残
っ
た
柿
の
木
に

止
ま
っ
て
い
た
り
す
る
の
が
印
象

的
で
す
。
相
前
後
し
て
、
オ
オ
タ

カ
も
飛
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

花
の
終
わ
っ
た
茶
の
木
の
繁
み
で

ウ
グ
イ
ス
が
チ
ャ
ッ
、
チ
ャ
ッ
と

地
鳴
き
を
始
め
ま
し
た
。

　

先
日
、
今
年
３
回
目
の
「
市
長

が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」
企
画
で
、

成
瀬
台
小
学
校
を
訪
ね
ま
し
た
。

当
日
は
こ
の
地
域
の
二
つ
の
小
学

校
、
成
瀬
台
小
と
成
瀬
中
央
小
で

「
成
瀬
台
子
ど
も
教
室
」
を
実
践

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

と
、
懇
談
の
場
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

紙
飛
行
機
、
折
り
紙
、
デ
イ
キ

ャ
ン
プ
、
茶
道
教
室
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
校

庭
遊
び
場
、
サ
タ
デ
イ
コ
ン
サ
ー

ト
等
々
、
多
種
、
多
彩
な
活
動
を

週
日
、
土
日
を
問
わ
ず
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動

の
担
い
手
は
主
に
お

母
さ
ん
方
（
青
少
年

健
全
育
成
地
区
委
員

会
の
委
員
）
が
中
心

で
す
が
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
�
先
生
�

に
な
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動

は
、
学
校
を
中
心
に

子
ど
も
た
ち
の
安
心

で
き
る
居
場
所
作
り

と
い
う
意
味
も
あ

り
、
市
役
所
の
児
童

青
少
年
課
が
資
金
助
成
の
窓
口
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
去
る　

月　

日
に

１０

３０

は
、
教
育
委
員
会
の
事
務
所
の
中

に
、
「
町
田
市
学
校
支
援
セ
ン 

タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
ち

ら
の
ほ
う
は
、
よ
り
幅
広
く
、
学

校
教
育
に
関
連
す
る
様
々
な
活
動

を
充
実
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
的
に
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
人

材
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
、
市
内

各
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
改

め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

２２回を迎えたサタデイコンサート

カ
ワ
セ
ミ

カ
ワ
セ
ミ�

　
　
通
信

　
　
通
信
26
�

カ
ワ
セ
ミ

カ
ワ
セ
ミ�

　
　
通
信

　
　
通
信
26
�

カ
ワ
セ
ミ�

　
　
通
信
26
�町

田
市
長�

　
石
阪
丈
一�



２００８．　．　（　） １２ １１２ 町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６　番号間違いにご注意下さい

��������������

��������	
������ －町田市の資産や将来の負担、行政サービスのコストはどうなっているか？－

－町田市の財政状況を表す数値はどうだったか？－

　市では１年間にどれくらいの収入があり、何にいくら使ったかという「こづ
かい帳方式」で経理を行っています。この方式は、現在どれだけの資産や借金
があるのか、行政サービスを提供するのにどれくらいのコストがかかっている

のか、わかりにくいのが難点です。
　そこで、一般会計と全ての特別会計を合算した市全体の「バランスシート」
と「行政コスト計算書」を民間企業方式にならい、作成しました。

経常収支比率
　家計にたとえると、毎月の給与収入に対する食費や光熱
水費、ローンの返済など毎月必ず支出が必要な経費の割合
にあたり、財政の余裕度を示しています。

健全化判断比率
　一般会計だけでなく特別会計を含めた赤字額、公社・第三セクター等を含めた借金返済の単年度負担や将
来負担の大きさを数値化したものです。

※ 「早期健全化基準」
は財政破たんの「イ
エローカード」、
「財政再生基準」は
「レッドカード」に
あたる数値です。

※ 「経営健全化基準」
は経営破たんの「イ
エローカード」にあ
たる数値です。

資金不足比率
　市が経営する公営企業の資金不足の大きさを数値化したものです。

財政再生基準早期健全化基準町　田　市
２０％１１．２５％－　（赤字なし）実質赤字比率
４０％１６．２５％－　（赤字なし）連結実質赤字比率
３５％２５％４．６％実質公債費比率

３５０％－　（将来負担なし）将来負担比率

経営健全化基準資金不足比率

２０％
－　（資金不足なし）病院事業会計
－　（資金不足なし）下水道事業会計
－　（資金不足なし）忠生土地区画整理事業会計

　平成１９年度は
８８．９％で、前年
度から１．８ポイ 
ント上がりまし
た。これは、定
年退職者の増や
国民健康保険、
老人保健等特別
会計への繰出金
の増が大きく影
響しています。

９５．０�

９４．０�

９３．０�

９２．０�

９１．０�

９０．０�

８９．０�

８８．０�

８７．０�

８６．０�

８５．０�

％�

１９年度�１８年度�１７年度�１５年度�１６年度�

経常収支比率の推移�
町田市�

多摩２６市平均�

９０．３�９０．３�
９０．７�９０．７�

９２．０�９２．０�

９０．３�９０．３�

９３．４�９３．４�

８７．１�８７．１�

８８．９�８８．９�

８７．５�８７．５�

８９．６�８９．６�

８８．４�８８．４�

バランスシート
　ある一定時点における財産の状況をあらわした表です。
バランスシートは左右の表で、表の左側はどのような資産
を保有しているかを、表の右側は資産を形成する際に必要
な資金をどのように集めたかをあらわしています。

行政コスト計算書
　一定期間の人的サービスや医療費等の給付などの行政サービスに要した費用（コスト）と、
その財源となる市税や使用料等を示しています。

借　　　　方

６，２０８

２１５
３５
１

１７８
１

２６０
１８５
７５
１

６

【資産の部】

１．有形資産
（土地・建物等）

２．投資等
（１）投資及び出資金
（２）貸付金
（３）基金
（４）その他

３．現金等
（１）現金・預金
（２）未収金
（３）その他

４．繰延勘定

６，６８９資　産　合　計

（単位：億円）

貸　　　　方

１，３１５

２５２

２５

【負債の部】

１．市債

２．退職給与引当金

３．その他

１，５９２負　債　合　計

１，０５１

４，０４７

【正味資産】

１．国庫・都支出金

２．市税等

５，０９７正 味 資 産 合 計
６，６８９負債・正味資産合計

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

市全体のバランスシート（平成２０年３月３１日時点）
２０６
２６６
△６０

４１３
２５１
１２
１５０

１，１５９
２５５
９０４

４０
３１
７
２

【行政コスト】

１．人にかかるコスト
（１）人件費
（２）退職給与引当金繰入等

２．物にかかるコスト
（１）物件費（委託料、消耗品費など）
（２）施設の維持補修費
（３）建物・備品の減価償却費

３．移転支出的なコスト
（１）扶助費
（２）市民や団体への補助金等

４．その他のコスト
（１）市債利子
（２）不納欠損額
（３）その他

１，８１８行 政 コ ス ト 合 計

　（単位：億円）市全体の行政コスト計算書

５５４
４７６
９１０

【収入項目】
１．使用料・手数料
２．国庫・都支出金
３．市税等

１，９４０収 入 項 目 合 計

〈用語解説〉
・繰延勘定…建設改良に係る多額の消費税額を複
数年（１０年）で均等割し、会計処理上複数年の
コストとして計上するために設置している項目
（病院事業に適用）

・退職給与引当金…在職している職員に対して将
来負担することとなる退職金の額

※行政コスト計算書の退職給与引当金繰入等がマ
イナスとなっているのは、退職給与引当金の計
算方法の変更によるもの

・減価償却費…建物や備品の価値が一定期間の経
過により減少した額

・不納欠損額…破産、倒産等により収納できなか
った税金、使用料等

平平成20年成20年度上半期財政状況度上半期財政状況 　市民の皆さんに納めていただいた税金、市債（長期借入金）などについて、平成
２０年度上半期（平成２０年４月１日～９月３０日）の財政状況としてお知らせします。
　お問い合わせは、財政課（��７２４・２１４９、�７２４・１１７２）へ。※ 金額は、万円未満四捨五入

収入率 (a/b)収入済額（b）
予算現額（a）会　　　　計

執行率 (a/c)支出済額（c）
５４．３％６５７億２，２１０万円

１，２１０億１，９１２万円一　　般　　会　　計
３８．２％４６１億８，３４０万円
４８．１％１６９億１，５３２万円

３５１億４，７１０万円国 民 健 康 保 険 事 業 会 計

特　
　

別　
　

会　
　

計

４６．３％１６２億５，８８０万円
３７．０％５１億５，４２２万円

１３９億４，５８２万円下 水 道 事 業 会 計
３６．８％５１億３，０８９万円
７５．４％１１億　３０４万円

１４億６，３５７万円忠生土地区画整理事業会計
７３．３％１０億７，３２７万円
７９．０％３５億１，５４０万円

４４億５，１９１万円老 人 保 健 医 療 事 業 会 計
５０．８％２２億６，３００万円
４６．８％９３億９，１２２万円

２００億７，５５２万円介 護 保 険 事 業 会 計
３７．８％７５億８，５２０万円
３６．５％２２億　６８６万円

６０億４，８１２万円後期高齢者医療事業会計
２７．７％１６億７，３８５万円
４０．４％８億６，６６５万円

２１億４，７００万円受 託 水 道 事 業 会 計
２８．８％６億１，８９９万円
４７．０％３９１億５，２７２万円

８３２億７，９０４万円小　　　　計
４１．６％３４６億　４００万円
５１．３％１，０４８億７，４８２万円

２，０４２億９，８１６万円合　　　　計
３９．５％８０７億８，７３９万円

一般会計・特別会計の状況
　平成２０年度の一般会計・特別会計予算額と上半期の収入・支出の状況は下表のとおりです。

市有財産の状況
　平成２０年９月３０日時点の市有財産の状況は次のとおりです。

建　物建　物�
８３万８，２４０．４７㎡�

土　地土　地�
６５４万２，６５６．０３㎡�

美術品等備品美術品等備品�
１，５５０点�

（取得価格取得価格１００万円以上以上）�

建　物�
８３万８，２４０．４７㎡�

物　件�
１，１２２．５１㎡�

土　地�
６５４万２，６５６．０３㎡�

美術品等備品�
１，５５０点�

（取得価格１００万円以上）�

有価証券有価証券�
７，６６０万円�
無体財産権　無体財産権　３５件�

有価証券�
７，６６０万円�
無体財産権　３５件�

貸付金等債権貸付金等債権�
１億９，２３５万円�
貸付金等債権�
１億９，２３５万円�

出資金出資金�
３４億８，３１８万円�
出資金�

３４億８，３１８万円�
積立金積立金�

１６２億８，９４７万円�
積立金�

１６２億８，９４７万円�

公営企業会計（病院事業会計）の状況

収入率収 入 済 額
予　算　額区　　　　分

執行率執 行 額
３３．６％４２億３，４７３万円１２６億１，２０４万円収入収益的

収　支 ３８．５％５６億１，６５４万円１４５億８，５１７万円支出
３．１％２，９４２万円９億６，４０２万円収入資本的

収　支 ５７．３％１２億９，８２８万円２２億６，６３５万円支出

※利子見込額は、今後支払いが予定されている総額です。なお、
元金残高に対して平成２０年度下半期に支払う予定の利子は１６
億４，０１０万円です。

料　金　収　益患　者　数
２７億２，０３３万円６１，０９２人入　　　院
１２億７，７９８万円１４６，８１１人外　　　来

市債の状況
　市債とは、都市計画道路・公園・下水道・学校など公共施
設整備の資金として市が借り入れたお金です。こうした施設
は長期にわたって利用できるので、整備したときの市民だけ
ではなく将来利用する市民にもその費用を負担していただく
ことで、世代間の負担の公平を図っています。

将来負担利子見込額元 金 残 高会　　　　計
６７億３，１４４万円５７８億４，１４１万円一 般 会 計
１５０億　５４８万円５２１億６，３８０万円下水道事業会計
５１億２，８３５万円１７５億７，９５４万円病 院 事 業 会 計
２６８億６，５２７万円１，２７５億８，４７５万円合　　　　計

　町田市民病院の平成２０年度予算額と上半期の収入・支出の
状況は下表のとおりです。

　また、町田市民病院の上半期の利用状況とそれに伴う料金
収益は下表のとおりです。



２００８．　．　 （　）１２ １１ ３ちょっと聞きたい　あれこれコール　町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６

　市民の皆さんに納めていただいた市税がどのように使われ、市の決算は
どのようになったかをお知らせします。お問い合わせは、財政課（��７２４
・２１４９、�７２４・１１７２）へ。

���������	
� －町田市の決算は赤字か黒字か？－

市税市税�
６９６９８億円億円�

都支出金都支出金�
１１１１５億円億円�

その他その他�
１４１４５億円億円�

市税�
６９８億円�

国庫支出金�
１２３億円�

都支出金�
１１５億円�

繰入金�
６９億円�

市債�
３６億円�

手数料�
使用料�
２９億円� その他�

１４５億円�

歳　入�
１，２１５億円�

　歳入では、所得税から住民税への税源移
譲や定率減税の廃止により市税収入が増え
た一方、国の税金を地方に配分する「交付
金」などが大幅に減りました。歳出では、
国民健康保険事業会計への支出や児童手当
など福祉のための支出が平成１８年度と比べ
て３２億円増えました。

福祉のため福祉のため�
４３４３４億円億円�

市政運営市政運営�
のためのため�
１８１８４億円億円�

教育のため教育のため�
１３１３６億円億円�

福祉のため�
４３４億円�

市政運営�
のため�
１８４億円�

保健衛生�
環境のため�
１４２億円�

教育のため�
１３６億円�

道路・公園等�
整備のため�
１１５億円�

市債の返済�
のため�
８２億円�

消防・防災�
のため�
４６億円�

その他�
（議会、産業振興）

　３８億円�
�

歳　出�
１，１７７億円�

　平成１９年度一般会計の歳入か
ら歳出を引いた収支は、３８億円
の黒字でした。

���������������� －市民の皆さんに納めていただいた市税はどんなことに使われたか？－

市民協働のまちを目指して 環境先進都市を目指して

子育て・保健福祉のまちを目指して 商業・文化芸術都市を目指して

６８９万円
○ごみゼロ市民会議で市民とともにごみ減量・資源
化に向けた具体的な方策を検討

６億２，６７６万円
○新しい 剪  定 枝資源化センターが完成し、処理能力

せん てい

が約２倍に向上
３億２，６４４万円○相原中央公園、三ツ目山公園などの公園を整備

１４万円○全ての市立小学校で給食に地場産農畜産物を利用
２億　６８４万円○市立小中学校の耐震工事を実施

７２万円○高齢者が居住する古い木造住宅の調査を実施

４８６万円
○小野路宿通りの古い町並みを保全・再生するため
の計画をまとめ、板塀の設置に対して補助

６，４２１万円○民間保育園の新設に対する補助
４，５６１万円○認可外保育施設に子どもを預ける家庭を支援

１億７，４４２万円○（仮称）相原子どもセンターの新設工事に着手

１，８３９万円
○義務教育の９年間を通じて規範教育やキャリア教
育などを行う小中一貫教育をモデル校で実施

８７６万円
○ボランティアによる学習指導補助、本の読み聞か
せ、部活動指導などをモデル校で実施

１３３万円
○健康や生活習慣病予防のための食生活に関する講
演会や講座を実施

３，７５７万円○一人で公共交通を利用することが難しい方の外出を支援

　「やまゆり号」（写真）や「あい
ちゃん号」で障がい者や高齢者など
一人で公共交通を利用することが難
しい方の外出支援（福祉有償運送サ
ービス）を行っています。

行政経営改革のために

　町田市民文学館では昨年開館１周
年記念として、「特別企画展　遠藤
周作とPaul　Endo－母なるものへ
の旅」展（写真）を開催しました。
　現在開催中の「文学の鬼を志望す
－八木義徳」展は終了間近（１２月１４
日まで）です。

１，１１０万円○町田の魅力を高め、地域を活性化していくための
コンセプトを「地域活性化懇談会」で検討

８億３，１５８万円
○市内の道路交通を円滑にするための主要な道路の
整備に着手

４５８万円○渋滞が激しい道路交差点２か所の改良に着手

９８万円
○（仮称）観光コンベンション協会、フィルムコミ
ッション組織の設立に向けた検討、準備を実施

２１億８，４１３万円○「町田市文化交流センター」を整備

６，６５１万円
○国際版画美術館、博物館、市民文学館で各種企画
展を開催

１，７４５万円
○市民的視点によるチェック機能の強化のため、土地の
取得、処分及び管理等について包括外部監査を実施

平成１９年度決算状況平成１９年度決算状況

差引収支
３８億円

４，８２７万円○町内会・自治会が行う地域の活動を支援

４５万円
○町内会・自治会が、ＮＰＯ法人やボランティア団
体と協力して取り組む事業を支援

６００万円
○地域や市民活動の情報などを提供する地域情報誌
「まちびと」を民間企業との協働により発行

４８２万円
○市内大学と連携して市立小中学校教員への研修や市立小
中学校在籍の不登校児童・生徒の自宅学習支援を実施

１億４，５２０万円
○新庁舎や鶴川駅前公共施設の整備について市民と協働
で在り方を検討、新庁舎については基本設計が完成

　地域情報誌「まちびと」を
年４回発行しています。
　Vol.６冬号（写真）は１２月
５日に発行しました。

������������

����������������

　相原中央公園（写真）は自
然豊かな公園です。散策路で
は落葉を踏みしめながら、里
山の雰囲気が楽しめます。

７８５万円
○行政経営上の重要課題について、外部の有識者からな
る「町田市経営改革会議」を設置



２００８．　．　（　） １２ １１４ 町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６　番号間違いにご注意下さい

①�

②�③�
⑬�

⑪�

④�
⑤� ⑦�

⑩�
⑨�⑧�

⑥�

⑫�

⑭�

⑱�
⑲�
⑳�

①�

②�③�
⑬�

⑪�

④�
⑤� ⑦�

⑩�
⑨�⑧�

⑥�

⑫�

⑭�

⑱�

⑮⑯�
⑰�

⑲�
⑳�

東急田園都市線�

京王相模原線京王相模原線�
ＪＲ横浜線ＪＲ横浜線�

つくし野駅つくし野駅�つくし野駅�
成瀬駅成瀬駅�成瀬駅�

玉川学園前駅玉川学園前駅�玉川学園前駅�

町田駅町田駅�町田駅�

鶴川駅鶴川駅�鶴川駅�

多摩境駅多摩境駅�多摩境駅�
相原駅相原駅�相原駅�

すずかけ台駅すずかけ台駅�すずかけ台駅�

南町田駅南町田駅�南町田駅�

京王相模原線�

ＪＲ横浜線�

ＪＲ横浜線�

小田急線�

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
　市内には、障がいのある方々が通う福祉施設があります。これらの施設では、
特色ある製品をつくる方、ダリア園、リス園、フォトサロンのような施設の管理
に携わる方、梱包や清掃等の軽作業（請負）をする方など、障がいのある方が日
々汗を流しています。

���������������

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

　　今回紹介する市内福祉施設一覧
ＰＲ事項（製造・販売しています）電　話　番　号住　　　所施　設　名No.

宮崎県産きなこ豚をふんだんに使った「ぱくぱくぎょうざ」冷凍１パック１０ケ入４５０円。７８２・１４９１相原町２９８３－１５７町田ゆめ工房①
大賀蓮を育て、実や茎、葉を使った手作りの民芸品は、お土産に最適。７９７・１６１６下小山田町３２６７大賀 藕  絲 館

ぐう し
②

リサイクル品や、売れ残った衣類の布でさき織、布ぞうりを作り販売。７９７・７６４６下小山田町３１６０アールフィールド③
畑の作物と厳選した材料でクッキーや、廃油を原料とした石けんを作っています。７３４・７６７６小野路町２１５７桜ヶ丘共働学舎④
牛乳パックの手すきハガキ、ぬくもりのある陶芸や平飼いしたニワトリの卵も販売。７３５・７６７６小野路町２２０３小野路共働学舎⑤
再生不能だった雑古紙を原料に、トイレット・ペーパーを作っています。７３７・７６７６小野路町１７３３湯舟共働学舎⑥
土づくりから手づくりの、安心野菜、漬物やラベンダー枕、ハーブティーを販売。７３６・７１１７真光寺町９２７－１畑の家⑦
国産大豆と蔵王山水を使用した「豆富」。とうふ一丁からの宅配もあり。７３６・６０２０大蔵町１２２赤い屋根⑧
手づくりのハーブ・バタークッキーを販売！贈り物用の箱詰めもあります。７３７・３２４８大蔵町３６０－２花の郷　であい⑨
藍染、草木染、手織りによる染織品、アートグッズの製作。工房にて年２回展覧会も開催。７３６・１４５５金井５－１４－１８クラフト工房ラ ･まの⑩
厚めで使いやすい「かたつむりふきん」を製造販売。７３６・６２０４野津田町１６８－１町田かたつむりの家⑪
利用者が心をこめて栽培した四季折々の草花を販売。７２２・０５３８山崎町１２１３－１まちだ福祉作業所（町田ダリア園）⑫
国産小麦使用のパン、クッキー、ブラウニー等の焼き菓子を１００円均一で販売。７２７・７２８３中町４－２－１０ほろほろ⑭
日替わりお弁当を会社・個人宅まで１個から配達。｢喫茶店・杜舞人」も営業中。７２８・９７７９原町田５－４－１９トマトハウス⑮
チラシ、冊子、名刺等格安での印刷や味わい深い手作り陶器の製作・販売。７２６・９８４９原町田５－４－１９明和荘タイムス⑯

町田市民文学館の中にある喫茶スペース。手作りクッキーやマドレーヌを販売。０８０・２０２７・１９８０原町田４－１６－１７Cafe de Friends
ポレポレ⑰

パン、クッキー、アクセサリー、皮革小物を作っています。７２８・０１２８金森５６３－１シャロームの家⑱
国産小麦を使い、無添加の安心 ･安全なパン ･菓子を販売。喫茶も併設。７２８・９３０１成瀬２３４６社会福祉法人地の星⑲
総合体育館内にあります。弁当は１０個以上の予約から（配達は応相談）。７２７・９８４４南成瀬５－１２福祉レストランフレンズ⑳

　市では授産活動を通じて社会参加をし、工賃を得て自立を目指す障がいのある
方及び彼らが通所する施設を支援しています。今回は授産製品を作るいくつかの
施設を紹介します。 

□問 障がい福祉課��７２４・２１４７、�７２４・１１９１ 

⑬町田市美術工芸館
　忠生３－６－２２　��７９３・２２２７
�����������	

　『うし』を販売しています。
価格　（大）２０００円　（小）５００円

�������
　好評をいただいているキャンドルを販
売しています。種類も豊富で置物やお部
屋のアクセサリー、贈り物に最適です。
価格は、ランタン型８００円、押花型３５０
円、アロマキャンドル４５０円などです。

○販売場所　名産品の店まちだ、町田市
役所地下売店、町田市美術工芸館

　下記の製品は、各施設で販売されているほか、「名産品の店まちだ」（小田急線町田駅
タクシー乗り場前　��７２３・８１３０）で取り扱っている製品もあります。
　ぜひ、ご利用下さい。 
※製品に関するお問い合わせは、各施設へ。

﹇
症
状
﹈

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
か

ぜ
と
異
な
り
、　

℃
以
上
の
発

３８

熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な

ど
の
全
身
症
状
が
強
く
、
の
ど
の

痛
み
や
咳
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
小
児
で
は
ま
れ
に
肺
炎
や

熱
性
け
い
れ
ん
な
ど
を
併
発
し
た

り
、
高
齢
者
や
呼
吸
器
・
心
臓
な

ど
に
慢
性
の
病
気
が
あ
る
人
は
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

﹇
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
﹈

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人

の
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
と
共
に
放

出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
以
下
の
点
に
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

①
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ

　

手
洗
い
、
う
が
い
を
徹
底
す

る
。
う
が
い
が
難
し
い
場
合
は
口

を
ゆ
す
ぐ
。
ま
た
外
出
を
控
え
、

や
む
を
得
な
い
場
合
は
マ
ス
ク
を

着
用
し
人
ご
み
を
避
け
る
。

②
体
力
を
つ
け
、
免
疫
力
を
高
め

る
　

十
分
に
睡
眠
を
と
り
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
心
掛
け
る
。

③
室
内
の
環
境
を
整
え
る

　

換
気
に
心
掛
け
、
加
湿
器
な
ど

を
使
っ
て
適
度
な
湿
度
を
保
つ
。

﹇
予
防
接
種
に
つ
い
て
﹈

　

流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場

合
の
重
症
化
防
止
に
有
効
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を

希
望
す
る
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

医
と
十
分
相
談
し
て
か
ら
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
、
医

師
に
よ
り
診
察
の
上
で
処
方
さ
れ

る
も
の
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
﹈

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
マ
ス
ク

を
せ
ず
に
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る

と
、
し
ぶ
き
と
共
に
ウ
イ
ル
ス
が

２
ｍ
か
ら
３
ｍ
飛
ぶ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
周
囲
の
人
に

感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
も
「
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

〜
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
〜

①
咳
・
く
し
ゃ
み
の
際
に
は
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ

え
、
周
り
の
人
か

ら
顔
を
そ
む
け
ま

し
ょ
う
。

②
使
用
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
す
ぐ

に
フ
タ
付
き
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ま

し
ょ
う
（
咳
や
く
し
ゃ
み
の
際
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押

さ
え
た
時
、
手
に
ウ
イ
ル
ス
が
た

く
さ
ん
付
着
し
ま
す
の
で
、
手
洗

い
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
）。

③
咳
な
ど
の
症
状
の
あ
る
人
は
マ

ス
ク
を
正
し
く
着
用
し
、
感
染
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

□問
 

町
田
市
健
康
課
（
��
７
２
５
・

５
４
７
１
）
、
町
田
保
健
所
（
��

７
２
２
・
０
６
２
１
）
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クリスマスプレゼントや�
贈り物にもどうぞ�
クリスマスプレゼントや�
贈り物にもどうぞ�
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○
対
象　

４
月
１
日
〜
２
０
０
９

年
３
月　

日
の
間
に
、　

歳
、　

３１

５０

５５

歳
、　

歳
、　

歳
、　

歳
に
な
る

６０

６５

７０

男
性
の
方

前
立
腺
が
ん
検
診

成
人
歯
科
健
康
診
査

○
対
象　

健
診
日
に　

〜　

歳
の

３０

６５

町
田
市
民
（
年
度
内
に
１
回
受
け

ら
れ
ま
す
）
の
方

○
内
容　

問
診
、
虫
歯
・
歯
周
疾

患
の
診
査
、
歯
列
咬
合
・
粘
膜
・

顎
関
節
症
・
口
腔
清
掃
状
態
の
チ

ェ
ッ
ク
、
予
防
指
導

○
費
用　

４
０
０
円

○
申
し
込
み　

協
力
歯
科
医
院
に

直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご

持
参
下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
医
療
機
関
で
渡
さ
れ
る
受
診
票

で
当
日
、
負
担
・
非
負
担
の
届
け

出
を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
１
７
８

　

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
の

予
防
接
種
を
左
表
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

○
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後
３

か
月
以
上
７
歳
６
か
月
未
満
の
お

子
さ
ん

○
接
種
回
数　
　

日
以
上
の
間
隔

４１

で
２
回

○
受
付
・
開
催
時
間　

午
後
１
時

　

分
〜
２
時　

分

５０

４０

【
当
日
お
持
ち
に
な
る
も
の
】

①
既
往
症
健
康
調
査
票
（
発
行
日

予

防

接

種

ポ

リ

オ

か
ら
５
か
月
間
有
効
で
す
。
町
田

市
医
師
会
加
入
の
指
定
医
療
機
関

に
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
う
え
作

成
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
無
料

で
す
。
な
お
、
重
い
病
気
等
の
や

む
を
え
な
い
理
由
で
指
定
医
療
機

関
以
外
に
か
か
っ
て
い
る
場
合

は
、
事
前
に
健
康
課
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。
お
持
ち
に
な
ら
な
い
と
受

付
で
き
ま
せ
ん
）

②
予
診
票
（
お
持
ち
で
な
い
方
に

は
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
）

③
母
子
健
康
手
帳

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
４
２
２

○
受
診
期
間　

６
月
１
日
〜
２
０

０
９
年
３
月　

日
の
間
に
、
１
回

３１

受
診
で
き
ま
す
。

○
会
場　

市
内
の
指
定
医
療
機
関

○
内
容　

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
（
前
立
腺

特
異
抗
原
）
…
前
立
腺
の
異
常
を

感
知
す
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
で
す
。

採
血
に
よ
っ
て
検
査
し
ま
す
。

○
費
用　

１
０
０
０
円
（
高
齢
受

給
者
証
を
お
持
ち
の
方
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
方
は
無
料
）

○
受
診
方
法　

原
則
と
し
て
、
成

人
健
康
診
査
を
受
け
る
と
き
に
、

医
療
機
関
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

対
象
年
齢
の
方
で
、
成
人
健
康
診

査
時
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
、
ま
た
は
会
社
の
健
診
で
受
け

る
機
会
が
な
い
方
の
場
合
も
、
随

時
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
現
在
、
前
立
腺
に
つ
い
て
治
療

中
の
方
の
受
診
は
、
ご
遠
慮
下
さ

い
。

予
防
接
種

ポリオ集団予防接種日程表
会　　　場２回目会　　　場１回目

健康福祉会館
（原則として住所が原町田
・中町・森野・旭町・玉川
学園・南大谷にお住まいの
お子さんが対象です）

４月３日（金）

健康福祉会館
（原則として住所が原町田
・中町・森野・旭町・玉川
学園・南大谷にお住まいの
お子さんが対象です）

１月７日（水）

南市民センター
４月７日（火）

南市民センター
１月１３日（火）

町田リサイクル文化センター町田リサイクル文化センター
鶴川市民センター
（原則として住所が鶴川・能ケ
谷町・広袴・広袴町・三輪町・
三輪緑山・真光寺・真光寺町に
お住まいのお子さんが対象です）

４月９日（木）

鶴川市民センター
（原則として住所が鶴川・能ケ
谷町・広袴・広袴町・三輪町・
三輪緑山・真光寺・真光寺町に
お住まいのお子さんが対象です）

１月１４日（水）

小山市民センター
（原則として住所が小山町
・小山ヶ丘周辺にお住まい
のお子さんが対象です）

４月１０日（金）

小山市民センター
（原則として住所が小山町
・小山ヶ丘周辺にお住まい
のお子さんが対象です）

１月１５日（木）

健康福祉会館
（原則として住所が原町田
・中町・森野・旭町・玉川
学園・南大谷以外にお住ま
いのお子さんが対象です）

４月１３日（月）

健康福祉会館
（原則として住所が原町田
・中町・森野・旭町・玉川
学園・南大谷以外にお住ま
いのお子さんが対象です）

１月１９日（月）

なるせ駅前市民センター
４月１５日（水）

木曽山崎センター
１月２０日（火）

堺市民センター成瀬センター
木曽山崎センター

４月１６日（木）
なるせ駅前市民センター

１月２３日（金）
成瀬センター堺市民センター
鶴川市民センター
（原則として住所が野津田
町・小野路町・金井・金井
町・大蔵町・薬師台にお住
まいのお子さんが対象です）

４月２１日（火）

鶴川市民センター
（原則として住所が野津田
町・小野路町・金井・金井
町・大蔵町・薬師台にお住
まいのお子さんが対象です）

１月２７日（火）

健康福祉会館４月２４日（金）健康福祉会館１月３０日（金）

パブリック�
コメント�
概　要�

�����������

ー募集期間ー
１２月１９日（金）～１月１９日（月）

ー資料の閲覧及び配布ー
　「町田市高齢社会総合計画の基本的な考え方」は、町田市ホーム
ページのほか、以下の窓口で閲覧及び資料の配布を行っています。
・高齢者福祉課（市役所本庁舎２階）、市民相談室（市役所本庁舎１
階）、健康課（健康福祉会館１階）、「市政情報やまびこ」（市役所
中町分庁舎１階）、市民協働推進課（町田市民フォーラム３階）

・各市民センター、木曽山崎・玉川学園文化の各センター　
・各市立図書館

ー提出方法ー
①郵送の場合　〒１９４－８５２０　中町１－２０－２３、高齢者福祉課あて
②ファクシミリの場合　�７２４－１１９０
③電子メールの場合　mcity３１０@city.machida.tokyo.jp
④窓口の場合　高齢者福祉課ほか上記の各資料の配布窓口へ

ー注意事項ー
・書式は自由ですが、住所、氏名、連絡先をご記入下さい。　
・電話、窓口での口頭によるご意見は、お受けできません。　
・ご意見への個別の回答は行いません。
・公序良俗に反するもの、特定の団体・個人等に対する誹謗中傷が
含まれるものは無効とします。
・寄せられたご意見の概要及び市の考え方は、個人情報を除き、２
月下旬に公表します。

「町田市高齢社会総合
計画の基本的な考え方
（第４次改定素案）」

皆さんのご意見を
お寄せ下さい！

　市では現在、町田市高齢社会総合計画（高齢者福
祉計画・介護保険事業計画）の改定作業を行ってい
ます。この計画は、高齢者福祉施策の基本的な考え
方や目指すべき取り組みを具体化するとともに、介
護保険事業の安定的な運営を目的として策定されま
す。計画の期間は、２００９年度から２０１１年度までの３
年間です。町田市高齢社会総合計画審議会では、市
長からの諮問を受け、計画に関する基本的な考え方
をまとめました。
　改定にあたっての参考とさせていただくため、皆
さんのご意見をお寄せ下さい。

□問 高齢者福祉課��７２４・４０４８

　町田市高齢社会総合計画の改定に
向け、その基本的な考え方を市民の
皆さんに公表し、ご意見をお伺いす
るための説明会を開催します。

○日時　１２月２０日（土）
　　　　午前１０時～１１時３０分
　　　　（午前９時３０分開場）

○会場　町田市文化交流センター
５階

○定員　１００人（申し込み順）

○申し込み　１２月１１日正午から電
話またはＦＡＸで町田市コール
センター（��７２４・５６５６、�７２４
・５６００）へ

□問 高齢者福祉課��７２４・４０４８

○６５歳以上の高齢者の方がボランティアとして、介護施設等でお手伝いや利用者
の話相手などを行った場合にポイントを付与し、還元します。

○介護予防プログラムへの参加が必要な方への効果的なアプローチや介護予防事
業へ参加しやすいよう広報、パンフレットなど周知方法を検討します。

○介護人材の確保が困難となっている現状に対し、町田市でも介護人材育成・確
保の支援について取り組みます。

○特別養護老人ホームにおける待機者解消や主に認知症高齢者を対象とした地域
密着型施設の整備を進めます。

○介護保険の適正な運営を確保するため、介護保険事業者に対する指導を実施し
ます。また介護保険制度を広く市民に周知していきます。

○ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯が安心して地域で住み続けるために地域で支
える体制づくりを進めます。

����

���������

　～高齢者の尊厳が守ら
れ　人生の豊かさが実感
できるまち～
　市では、高齢社会総合
計画を改定するにあた
り、５つの基本目標と６
つの重点的な取り組みを
掲げ、高齢者福祉、介護
保険事業を推進していき
ます。

���� ��������

高齢者の社会参加・生き
がいづくりの推進

予防重視型システムの充実

高齢者の尊厳ある暮らし
の推進

住み慣れた地域での生活
継続の推進

安心した生活のための仕
組みの推進

（仮称）介護支援ボラン
ティア制度の創設

介護予防プログラムへの
参加促進

介護人材の育成・確保

介護基盤整備の推進

介護保険事業者指導の充実

高齢者見守り支援ネット
ワークの推進

※健康福祉会館・鶴川市民センター・小山市民センターでのポリオ予防接種は混雑を緩和するために
日程ごとに対象地区を設定しています。ただし、お子さんの体調等により別の日に変更できます。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
１
７
８

東京消防庁

救急相談センター
２４時間年中無休

＃７１１９
その他の電話からや市外局番〔０４４〕の
地域にお住まいの方は

救急車を呼んだ方がいいか、病院に行った方がいいか迷ったら…

救急相談・医療機関案内 ��０４２－５２１－２３２３へ

携帯電話・ＰＨＳ
プッシュ回線の場合



２００８．　．　（　） １２ １１６ 町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６　番号間違いにご注意下さい

▲清水康之氏

両

親

学

級

○
対
象　

初
産
の
妊
婦
さ
ん
と
そ

の
夫

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１２

２０

２
時
〜
４
時

○
内
容
・
講
師　

講
話
「
初
め
て

の
妊
娠
・
出
産
」
＝
尾
崎
医
院
・

尾
崎
周
一
氏
、
「
先
輩
パ
パ
・
マ

マ
の
話
」
＝
子
育
て
中
の
夫
婦

○
定
員　
　

組
（
申
し
込
み
順
）

３０

【
先
輩
パ
パ
・
マ
マ
募
集
】

　

は
じ
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
妊
娠

中
の
パ
パ
と
マ
マ
に
、
子
育
て
を

し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
大
変
だ

っ
た
こ
と
、
夫
婦
で
協
力
し
た
こ

と
等
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

○
対
象　

４
か
月
〜
１
歳
の
お
子

さ
ん
の
ご
両
親

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１２

２０

３
時
〜
４
時

◇

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課

（
��
７
２
５
・
５
４
２
２
）
へ
。

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

○
対
象　

妊
娠　

週
〜　

週
の
初

１６

２７

妊
婦

※　

週
を
超
え
た
方
は
健
康
課
に

２７
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
日
時　

１
月
６
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
２
時　

分
受
付
（
所
要
時

１０

健康づくり講習会日程表
内　容日　時

・医師の話「メタボリックシンドロームと検査値」
・栄養士の話「ダイエット作戦」

１月１４日（水）
１３：３０～１６：００

・調理実習１月２１日（水）
９：３０～１２：３０

・個別相談「私の目標」１月２８日（水）
午前または午後

・運動の話と実技　・グループワーク２月４日（水）
１３：３０～１６：００

・運動の話と実技　・ストレスについて２月２５日（水）
１３：３０～１６：００

・何食べる？　・まとめ３月２５日（水）
１３：３０～１６：００

【
ダ
イ
エ
ッ
ト
ヘ
ル
シ
ー
６
日
間

コ
ー
ス
】

　

内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
、

生
活
習
慣
の
見
直
し
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
体
重　

÷
身

kg

長
m
÷
身
長
m
）　

以
上
、
血
液

２５

検
査
結
果
が
わ
か
る
健
康
診
査
結

果
票
を
お
持
ち
の
方
で
全
日
程
参

加
で
き
る
方

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２４

健
康
づ
く
り
講
習
会

　

い
の
ち
を
守
る
た
め
に
、
み
ん

な
で
つ
な
が
り
あ
っ
て
い
こ
う

　

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
い

の
ち
を
、
み
ん
な
で
つ
な
が
り
な

が
ら
守
っ
て
い
こ
う　

〜
ラ
イ
フ

リ
ン
ク　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜

粋
〜

　

自
殺
防
止
の
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
一
緒
に
考
え
、
私
た
ち
の

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

一
人
ひ
と
り
の
か
け
が
え
の

な

い

命

を

大

切

に

��������	
���
��������	
����

　福祉用具の購入をしたときや住宅改修を行ったときの給付費の支給方法には、一
度利用者が施工業者へ全額を支払い、後から保険対象分の９割を市から支払いを受
ける「償還払い」という方法と、利用者が保険対象額の１割のみを施工業者に支払
う「受領委任払い」という方法の２つがあります。受領委任払いでは、保険対象額
の９割は、市から施工業者へ直接お支払いしています。市では、受領委任払いの方
法を利用者が安心して利用できるように整備を進めてきました。
　来年度からは、受領委任払いを扱える事業者は、市に登録した事業者のみとなり
ます。４月以降の利用の際には、登録された事業者かどうかをケアマネジャーにご
確認のうえご利用下さい。

���������	
�������
　２００９年４月から、受領委任払い（利用者から１割分の支払いを受け、９割分を市
に請求）の方法で住宅改修を行うことができる事業者は、市と協定を結び事業者登
録している事業者のみとなります。登録しない場合には償還払い（利用者から全額
の支払いを受け、利用者が市に保険対象の９割分を請求）による住宅改修のみ可能
となります。
　事業者登録に必要となる研修会を下記のとおり行いますので、登録を希望される
事業者の方は必ずご参加下さい。
○期日　１月２１日（水）、２７日（火）
○時間　午後６時３０分～９時３０分
○会場　健康福祉会館４階　講習室
※参加は１事業所１人まで、また参加人数により、日程調整をする場合があります。
※車での来場はご遠慮下さい。
○申し込み　１２月１９日までに電話で高齢者福祉課へ。
※住宅改修の事業者登録のための研修会は今年度２回、次年度より年１回を予定し
ています。

　

□問 高齢者福祉課��７２１・３１３６

町田市経営会議の概要を公表しています
□問 経営改革室��７２４・２５０３

　市では、市の経営方針や重要政策等に関する事項の決定・確認を行うため
に、町田市経営会議を設置しています。市長、副市長をはじめとする構成員１０
人、幹事７人で組織されており、会議には議題に関連する部の部長、その他関
係職員が出席します。
　会議の開催日時、出席者、案件名、提案の概要、主な意見、審議結果を公表
しており、２００８年４月から１０月までに行った審議の概要は、町田市ホームペー
ジでご覧いただけます。また、市政情報やまびこで閲覧できます。

子

宮

が

ん

（

頸

部

）

検

診

の
実
施
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
検
診
内
容　

問
診
、
視
診
、
内

診
、
検
体
採
取
検
査
（
頸
部
）

※
子
宮
筋
腫
等
で
子
宮
手
術
を
受

け
た
方
は
、
細
胞
が
採
取
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
医

師
と
相
談
の
う
え
、
検
診
を
受
け

て
下
さ
い
。

○
受
診
方
法　

健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
医
療
機
関
で
交

付
し
ま
す
）
、
保
険
証
等
を
お
持

ち
に
な
り
、
医
療
機
関
の
一
般
診

療
時
間
内
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

※
健
康
課
に
申
し
込
む
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
検
診
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
る

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
下
さ
い
。

○
結
果
通
知　

受
診
し
た
医
療
機

関
で
結
果
説
明
を
し
ま
す
の
で
、

直
接
聞
き
に
行
っ
て
下
さ
い
。

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
支
払
方
法　

受
診
す
る
際
に
医

療
機
関
に
現
金
で
お
支
払
い
下
さ

い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

を
お
持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
医
療
機
関
の
窓
口
で
渡
さ
れ
る

受
診
票
で
、
当
日
、
負
担
・
非
負

担
の
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
１
７
８

　

町
田
市
医
師
会
の
協
力
で
実
施

す
る
も
の
で
す
。

○
対
象　

町
田
市
民
で
勤
務
先
等

で
検
診
の
機
会
の
な
い
、　

歳
以

２０

上
の
女
性
の
方

○
受
診
期
間　

４
月
〜
２
０
０
９

年
３
月　

日
（
年
度
内
１
回
）

３１

○
会
場　

町
田
市
医
師
会
加
入
の

実
施
医
療
機
関
（
医
療
機
関
の
ご

案
内
は
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

��
７
２
４
・
５
６
５
６
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、
医
療
機

関
一
覧
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

※
町
田
市
民
病
院
は
、
一
次
検
診

○
申
し
込
み　

１
月
５
日
ま
で
に

電
話
で
健
康
課
（
��
７
２
５
・
５

１
７
８
）
へ
。

※
保
育
ご
希
望
の
方
は
申
し
込
み

時
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

ん
か
。

○
日
時　

１
月　

日
（
土
）
午
後

２４

２
時
〜
４
時
（
１
時　

分
か
ら
受

３０

付
）

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

ホ
ー
ル

○
内
容
・
講
師　

こ
こ
ろ
の
健
康

に
つ
い
て
・
自
殺
の
現
状
等
に
つ

い
て
の
講
習
会
＝
（
特
）
自
殺
対

策
支
援
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
フ
リ
ン
ク

代
表
・
清
水
康
之
氏

○
定
員　

１
８
０
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　

１
月　

日
ま
で
に

２１

電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
��
７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
１
７
８

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方

○
日
時　

１
月　

日
（
土
）
午
後

１７

６
時　

分
（
午
後
６
時
開
場
）

３０

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル

○
出
演
者　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
＝
中

川
鉄
也
、
松
本
安
津
美
、
内
山
厚

志
、
橋
田
は
る
な
、
ピ
ア
ノ
＝
服

部
真
由
子

○
曲
目　

（
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
）
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
た
め
の
ラ
プ

ソ
デ
ィ
ー
ほ
か

○
定
員　

１
５
４
人
（
抽

選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ

に
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
参
加
希
望
人
数
（
２
人

ま
で
連
記
可
）
を
明
記
し
、
１
月

６
日
ま
で
（
必
着
）
に
、
ま
ち
だ

中
央
公
民
館
サ
タ
デ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
係
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町

１９４

田
６－

８－

１
、
��
７
２
８
・
０

０
７
１
）
へ
。

※
未
就
学
の
方
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
。

※
附
室
か
ら
の
親
子
鑑
賞
を
ご
希

望
の
方
（
３
組
ま
で
）
は
そ
の
旨

を
ハ
ガ
キ
に
明
記
し
て
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�
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�
�
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�
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��
����������
����

��
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
魅
力
Ⅱ

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
魅
力
Ⅱ
��

－－

中
川
鉄
也
と
仲
間
た
ち

中
川
鉄
也
と
仲
間
た
ち－－

２００８年度町田市経営会議　４月～１０月の審議案件

件　　　　名期　　　　日

町田市都市計画マスタープラン改定について５月２６日

行政財産（本庁舎駐車場、第２駐車場、中町第三庁舎駐車場）の公
募貸付（有料化）について６月３０日

スポーツ振興計画の策定について７月１４日

町田市の保健所設置・運営についての基本的な考え方８月１８日

平成２１年度（２００９年度）予算編成方針について９月１日

「町田市保育運営費徴収条例　徴収基準額表」の改定について９月２９日

（仮）日本フットパス協会の設立について１０月６日

（仮称）町田市観光コンベンション協会の設立について

１０月２７日

町田市産業振興基本条例案の策定について

（仮称）町田市市街化調整区域の土地利用に関する条例（案）の考
え方について

（仮称）町田市景観条例（案）の考え方について

「事業仕分け」の総合評価及び事業の方向性について

間
約
１
時
間
）

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
歯
科
健
康
診
査
・
歯
科
相

談
、
正
し
い
歯
の
み
が
き
方

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
４
１
４

▲中川鉄也



２００８．　．　 （　）１２ １１ ７ちょっと聞きたい　あれこれコール　町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６

募

集

説

明

会

障
が
い
者
就
労
・
生
活
支
援
事
業

運
営
団
体

　

２
０
０
９
年
４
月
か
ら
の
障
が

い
者
就
労
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
事
業
運
営
団
体
の
募
集
に
関
し

て
、
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

○
対
象　

社
会
福
祉
法
人
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
運
営
が
で
き

る
任
意
団
体

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後

１２

１８

６
時
か
ら

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎　

地
下

特
別
会
議
室

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に

１２

１７

電
話
で
障
が
い
福
祉
課
（
��
７
２

４
・
２
１
４
７
）
へ
。

　　公開している会議　傍聴のご案内

申し込み定　員会　場日　時会議名

会議当日に３階
教育総務課（��
７２４・２１７２）で
受付。

市役所森野
分庁舎４階
会議室

１２月１２日（金）
午前１０時から

町田市教育
委員会第９
回定例会

事前に電話で高
齢者福祉課（��
７２４・４０４８）へ。

１０人
（申し込み順）

市役所本庁
舎地下特別
会議室（大）

１２月１３日（土） 
午後６時３０分
から

第４回町田
市高齢社会
総合計画審
議会

事前に電話で高
齢者福祉課（��
７２４・２１４６）へ。

１０人
（申し込み順）

市役所本庁
舎地下特別
会議室（小）

１２月１７日（水） 
午後６時３０分
～８時

町田市地域
包括支援セ
ンター運営
協議会

１２月１７日午後５
時までに電話で
環境保全課（��
７２４・２７１１）へ。

１０人
（申し込み順）

市役所森野
分庁舎２階
第三会議室

１２月１８日（木） 
午後６時３０分
～８時３０分

第３８回町田
市環境審議
会

事前に電話で都
市計画課（��
７０９・０５６１）へ。

１０人
（申し込み順）

市役所本庁
舎地下特別
会議室（大）

１２月２４日（水） 
午後２時から

第１６６回町
田市都市計
画審議会

　

事
業
仕
分
け
と
は
、
市
が
行
っ

て
い
る
事
業
に
つ
い
て
「
そ
も
そ

も
必
要
で
あ
る
か
？
」
「
必
要
で

あ
る
な
ら
ば
市
で
行
う
べ
き
か
？

民
間
に
任
せ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
？
」
「
効
率
的
に
行
わ
れ
て

い
る
か
？
」
と
い
っ
た
視
点
で
事

業
の
あ
り
か
た
そ
の
も
の
を
考
え

る
も
の
で
す
。

　

７
月　

日
に
行
っ
た
事
業
仕
分

２６

け
の
議
論
や
内
容
を
踏
ま
え
、
町

田
市
最
終
結
果
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

事
業
仕
分
け
当
日
の
結
果
は
、

不
要
５
件
・
民
間
１
件
・
国
３
件

・
要
改
善　

件
・
現
行
ど
お
り
３

２２

件
で
、
町
田
市
最
終
結
果
は
、
民

間
１
件
・
要
改
善　

件
・
現
行
ど

３０

お
り
３
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
政
情

報
課
と
経
営
改
革
室
で
も
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□問
 

経
営
改
革
室
��
７
２
４
・
２
５

０
３

教
育
相
談
嘱
託
員

教
育
セ
ン
タ
ー

○
資
格　

大
学
ま
た
は
大
学
院
で

心
理
学
を
専
攻
し
修
了
し
た
方

○
勤
務
日
・
時
間　

４
月
１
日
か

ら
、
週
４
日
・
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

○
勤
務
地　

教
育
セ
ン
タ
ー

○
募
集
人
員　

若
干
名

○
選
考
方
法　

第
一
次
選
考
（
小

論
文
）
＝
１
月　

日
（
木
）
午

２９

前
、
第
二
次
選
考
（
面
接
）
＝
２

月　

日
（
火
）

２４
※
経
験
・
勤
続
年
数
に
よ
る
昇
給

制
度
、
通
勤
手
当
及
び
社
会
保
険

制
度
あ
り
。

○
応
募　

履
歴
書
を
１
月
９
日
ま

で
（
必
着
）
に
教
育
セ
ン
タ
ー

（
〒　

－

０
０
３
６
、
木
曽
東
３

１９４

－

１－

３
、
��
７
９
２
・
６
５
４

６
）
へ
。

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
「
も
り
の
」
・

「
あ
い
は
ら
」

入

居

者

募

集

　

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
と
は
高
齢
者
に

配
慮
し
た
仕
様
（
段
差
解
消
、
手

す
り
、
緊
急
通
報
等
）
を
備
え
、

安
否
の
確
認
等
を
行
う
生
活
協
力

員
が
配
置
さ
れ
た
住
宅
で
す
。
募

集
戸
数
は
、
「
も
り
の
」
が
単
身

者
用
１
Ｄ
Ｋ
１
戸
、
世
帯
者
用
２

Ｄ
Ｋ
１
戸
、
「
あ
い
は
ら
」
が
単

身
者
用
１
Ｄ
Ｋ
３
戸
で
す
。

○
資
格　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
方
①
市
内
に
３
年
以

上
居
住
し
て
い
る
満　

歳
以
上
の

６５

単
身
者
で
自
立
可
能
な
方
、
ま
た

は
、　

歳
以
上
を
含
む
満　

歳
以

６５

６０

上
の
二
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
②

平
成　

年
中
の
所
得
が
単
身
者
は

１９

３
２
１
万
６
０
０
０
円
以
内
、
二

人
世
帯
は
３
５
９
万
６
０
０
０
円

以
内
③
立
ち
退
き
な
ど
で
住
宅
に

困
っ
て
い
る
方

○
申
込
用
紙
配
布
期
間　
　

月　
１２

１２

日
（
金
）
〜　

日
（
金
）

１９

町田市最終結果
民間　１件　要改善　３０件
現行どおり　３件　　　　

「事業仕分け」結果
不要　５件　民間　１件　国　３件
要改善　２２件　現行どおり　３件　

・目標を明確にすることにより
要改善へ変更　４件

・第１号法定受託事務により 
現行どおりへ変更　１件

※第1号法定受託事務（地方自治法）
（児童手当支給事業）

　国が本来果たすべき役割に係る
ものを市が代行して行う事務

目標が不明確である。事
業の効果が薄い。
中小企業経営支援事業、
児童手当支給事業、博物
館管理事務、社会福祉協
議会支援事業、狭あい道
路拡幅事業

不要
（５件）

・受益者負担について構成市と検
討することにより

要改善へ変更　１件

民間でできるものは、民
間に任せるべき。
南多摩斎場管理負担事業

民間
（１件）

・自立支援プログラム構築により
要改善へ変更　１件

・国による一定レベルの実施が望
まれるが、町田市だけでの変更
は困難なことにより　

現行どおりへ変更　２件

全国一律のサービスであ
るべきである。
予防接種事業、児童扶養
手当支給事業、法内扶助
事業

国
（３件）

・自立化へ向けての調整を行うこ
とにより
　中小企業勤労者総合福祉推進事業

民間へ変更　１件
・事業の効率化に対しての改善

要改善　２１件

事業の効率化をすべき。
自主財源確保の努力が必
要。
中小企業勤労者総合福祉
推進事業、市民フォーラ
ム管理事務等

要改善
（２２件）

・公立保育園のありかたを検討す
ること、支援員制度の見直しを
行うこと、消防団の加入を促進
することにより

要改善へ変更　３件

現状あるいは、拡充して
いくべきである。
保育所入所運営事業、小
・中学校特別支援事業、
消防団運営事業

現行
どおり
（３件）

町
田
市
子
育
て
情
報
誌

「
の
び
っ
こ
」
を
配
布
し
ま
す

　

「
の
び
っ
こ
」
で
は
、
市
内
の

保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も

園
・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
な
ど
や
子

ど
も
連
れ
で
利
用
で
き
る
公
共
施

設
、
医
療
機
関
、
歯
科
医
院
、
子

育
て
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
る
窓
口
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
出
産
前
後
の
各
種
手
続

き
や
、
出
産
・
子
育
て
家
庭
を
対

象
と
し
た
各
種
制
度
、
保
健
事
業

な
ど
の
案
内
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
「
の
び
っ
こ
」
は
、
主
に

健
康
課
実
施
の
３
、
４
か
月
児
健

康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
方
に
無
料

で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
希
望
さ

れ
る
方
に
も
無
料
配
布
し
て
い
ま

す
。

○
配
布
場
所　

子
育
て
支
援
課
・

子
ど
も
総
務
課
（
市
役
所
本
庁
舎

２
階
）
、
公
立
保
育
園
（
こ
う
さ

ぎ
・
森
野
・
本
町
田
・
金
森
・
大

蔵
・
山
崎
・
町
田
・
わ
か
ば
・
森

野
三
丁
目
の
９
園
）
、
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
青
少
年

課
（
市
役
所
森
野
分
庁
舎
１
階
）、

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
、
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
、
子
ど
も

発
達
セ
ン
タ
ー
す
み
れ
教
室
、
ひ

な
た
村
、
大
地
沢
青
少
年
セ
ン

タ
ー

※
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

□問
 

子
育
て
支
援
課
��
７
２
４
・
２

１
３
８

○
配
布
場
所　

高
齢
者
福
祉
課
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
駅
前

連
絡
所

※
土
・
日
曜
日
は
、
市
民
課
駅
前

連
絡
所
（
開
所
時
間
中
）
の
み
配

布
を
行
い
ま
す
。

○
入
居
時
期　

３
月
１
日
以
降

○
応
募　
　

月　

日
ま
で
に
高
齢

１２

２４

者
福
祉
課
（
��
７
２
４
・
２
１
４

１
）
へ
。

改
善
栄
養
講
習
会

○
対
象　

市
内
在
住
の
方

○
日
時　

１
月　

日
（
金
）
午
前

１６

９
時　

分
〜
正
午
（
９
時　

分
か

５０

３０

ら
受
付
）

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
＝
保
健
師
、

食
生
活
の
注
意
点
に
つ
い
て
＝
栄

養
士
、
試
食
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

○
申
し
込

み　
　

月
１２

　

日
ま
で

２６に
電
話
で

町
田
市
コ

メ
タ
ボ
予
防

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

□問
 

健
康
課
��
７
２
５
・
５
１
７
８

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

事業仕分け最終結果一覧
町田市最終
結　果

「事業仕分け」
結　果

事　業　名
（担　当　課）

事業
番号

要改善不　要中小企業経営支援事業
（産業観光課）１

要改善要改善商工会議所補助事業
（産業観光課）２

民　間要改善
中小企業勤労者総合福祉推
進事業
（産業観光課）

３

要改善要改善市民フォーラム管理事務
（市民協働推進課）４

要改善要改善成人健診事業
（健康課）５

現行どおり国予防接種事業
（健康課）６

要改善現行どおり保育所入所運営事業
（子育て支援課）７

現行どおり国児童扶養手当支給事業
（子ども総務課）８

現行どおり不要児童手当支給事業
（子ども総務課）９

要改善要改善市民ホール管理事務
（文化振興課）１０

要改善要改善国際版画美術館管理事務
（国際版画美術館）１１

要改善不要博物館管理事務
（博物館）１２

要改善要改善図書・視聴覚資料等貸出事業
（図書館）１３

要改善要改善
小・中学校義務教育就学援
助事業
（学務課）

１４

要改善要改善小学校給食事業
（学務課）１５

要改善現行どおり小・中学校特別支援事業
（指導課）１６

要改善国法内扶助事業
（生活援護課）１７

※網掛けは、変更があった事業です。

町田市最終
結　果

「事業仕分け」
結　果

事　業　名
（担　当　課）

事業
番号

要改善不要社会福祉協議会支援事業
（福祉総務課）１８

要改善要改善常備消防事業
（防災安全課）１９

要改善現行どおり消防団運営事業
（防災安全課）２０

要改善要改善広報紙・誌発行事業
（広報広聴課）２１

要改善要改善市民相談事業
（広報広聴課）２２

要改善要改善し尿浄化槽清掃補助促進事業
（業務課）２３

要改善要改善合併浄化槽設置整備事業
（業務課）２４

要改善要改善薬師池公園管理事務
（公園緑地課）２５

要改善要改善野津田公園管理事務
（公園緑地課）２６

要改善要改善文書収受事務
（総務課）２７

要改善要改善車両管理事務
（管財課）２８

要改善要改善広域廃棄物処理事業
（環境総務課）２９

要改善民間南多摩斎場管理負担事業
（環境保全課）３０

要改善要改善道路維持事業
（道路補修課）３１

要改善要改善街路樹等育成事業
（道路補修課）３２

要改善不要狭あい道路拡幅事業
（道路用地課）３３

要改善要改善
民設既設高齢者福祉施設整
備補助事業
（高齢者福祉課）

３４



２００８．　．　（　） １２ １１８ 町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６　番号間違いにご注意下さい

表
彰
し
ま
し
た

　

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
平
成

　

年
度
の
技
能
功
労
者
・
永
年
勤

２０続
従
業
員
の
表
彰
式
を　

月　

日

１０

１２

に
行
い
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま

し
た
。

　

技
能
功
労
者
は
、
永
く
同
一
の

職
業
に
従
事
し
、
技
能
及
び
技
術

の
鍛
錬
な
ら
び
に
後
進
の
指
導
育

成
に
あ
た
り
、
市
民
生
活
の
向

上
、
産
業
の
振
興
に
顕
著
な
功
績

を
収
め
て
い
る
技
能
者
が
対
象

で
、　

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

１３

　

ま
た
、
永
年
勤
続
従
業
員
は
、

技
能
功
労
者
・
永
年
勤
続
従
業
員

を

義

援

金

海
外
た
す
け
あ
い

【
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
】

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

海
外
た
す
け
あ
い
義
援
金
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
義
援
金
は
国
際

救
援
や
開
発
協
力
等
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
義
援
金
の
取
り
次
ぎ
（
次
の
機

関
に
専
用
振
込
用
紙
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
）　

①
各
郵
便
局
②
取

扱
表
示
の
あ
る
各
金
融
機
関
③
Ｊ

Ａ
（
農
協
）
④
Ｊ
Ｆ
（
漁
協
）

○
受
付
期
間　
　

月　

日
（
木
）

１２

２５

ま
で

□問
 

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
��

　

・
５
２
７
３
・
６
７
４
３
、
町

０３田
市
福
祉
総
務
課
��
７
２
４
・
２

５
３
７

市
内
の
同
一
事
業
所
に
永
年
に
わ

た
り
勤
務
し
て
い
る
方
が
対
象

で
、　

年
の
勤
続
が　

人
、　

年

３０

１１

２０

以
上
の
勤
続
が　

人
、　

年
以
上

３５

１０

の
勤
続
が　

人
、
合
計
１
０
２
人

５６

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

技
能
功
労
者
は
次
の
方
々
で
す

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
。

【
東
京
都
建
設
組
合
】
小
柳
三
男

【
東
京
都
理
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
】
井
上
源
一
、
佐
藤
謙
【
東
京

土
建
一
般
労
働
組
合
町
田
支
部
】

阿
部
孝
行
、
内
山
富
士
夫
、
織
内

英
紀
、
神
藤
政
美
、
藤
岡
忠
行
、

星
正
義
、
和
光
徳
雄
【
町
田
電
気

工
事
協
同
組
合
】
阿
部
清
勝
、
猪

狩
進
【
東
京
都
塗
装
工
業
協
同
組

合
町
田
地
区
会
】
佐
藤
次
郎

□問
 

産
業
観
光
課
��
７
２
４
・
２
１

２
９公

共
下
水
道
の

接
続
に
つ
い
て

○
利
用
可
能
に
な
る
地
域　

能
ケ

谷
町
、
下
小
山
田
町
、
南
つ
く
し

野
、
つ
く
し
野
の
一
部
地
域

○
供
用
開
始
時
期　
　

月　

日

１２

２４

（
水
）
か
ら

※
利
用
可
能
に
な
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
戸
別

訪
問
、
ま
た
は
郵
送
で
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工

事
店
名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

【
図
面
の
縦
覧
に
つ
い
て
】

○
縦
覧
期
間　
　

月　

日
（
金
）

１２

１２

〜　

日
（
月
）

２２
○
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

○
縦
覧
場
所　

業
務
課
（
成
瀬
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
替
工
事
の
期
間
に
つ
い
て
】

○
く
み
取
り
便
所　

３
年
以
内

○
浄
化
槽　

遅
滞
な
く
（
１
年
以

内
）

※
切
替
工
事
は
必
ず
町
田
市
指
定

工
事
店
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
貸
付
金
制
度
に
つ
い
て
】

　

切
替
工
事
に
対
す
る
費
用
の
一

部
を
お
貸
し
す
る
貸
付
金
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

業
務
課
��
７
２
０
・
１
８
３
３

献
血
を
行
い
ま
す

町
田
市
役
所
で

　

輸
血
用
血
液
の
需
要
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
医
療
技
術
が
発

達
し
た
現
在
で
も
、
血
液
を
作
る

こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
長
期
間
の

保
存
も
で
き
ま
せ
ん
。
病
院
で

は
、
輸
血
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、

常
に
新
鮮
な
血
液
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
前

１２

１８

　

時
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市

民
フ
ロ
ア

□問
 

福
祉
総
務
課
��
７
２
４
・
２
５

３
７
�
７
２
４
・
１
１
８
７

　

２
０
０
８
年
度
上
半
期
の
消
費

生
活
相
談
件
数
は
１
６
４
３
件
で

し
た
。

　

昨
年
度
上
半
期
の
１
８
５
４
件

に
比
べ
や
や
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を

使
っ
た
身
に
覚
え
の
な
い
情
報
料

の
不
当
請
求
は
相
変
わ
ら
ず
上
位

を
占
め
て
い
ま
す
。
消
費
者
金
融

相
談
は
、
利
息
制
限
法
に
の
っ
と

っ
た
金
利
が
定
着
す
る
に
し
た
が

っ
て
減
少
傾
向
で
す
。

　

パ
ン
や
卵
な
ど
が
安
い
と
人
を

集
め
、
締
め
切
っ
た
会
場
で
健
康

食
品
な
ど
の
効
果
効
能
を 
謳 
っ
て

う
た

高
額
な
商
品
を
大
量
に
販
売
し
て

い
た
催
眠
商
法
の
相
談
は
、
事
業

者
数
社
が
東
京
都
に
氏
名
公
表
さ

れ
業
務
停
止
の
処
分
を
受
け
て
か

ら
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
主
な
相
談
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

　

「
訪
問
販
売
で
ガ
ス
料
金
が
も

っ
と
安
く
な
る
と
勧
誘
を
受
け
た

が
信
用
で
き
る
か
」
「
安
く
な
る

と
言
わ
れ
た
の
に
安
く
な
っ
て
い

な
い
」
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
解
約
し
た

ら
配
管
設
備
費
を
請
求
さ
れ
た
」

　

原
油
高
の
影
響
を
受
け
ガ
ソ
リ

ン
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
値
上
が
り
を
し

た
た
め
か
、
今
ま
で
ワ
ー
ス
ト　
１０

に
入
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
の
相
談
が
増
え
ま
し
た
。
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
は
公
共
料
金
で
は
な
い
た

め
事
業
者
ご
と
に
価
格
が
違
い
ま

す
が
、
安
全
の
た
め
に
法
律
で
決

め
ら
れ
た
点
検
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
価
格
だ
け
で
は
な
く
信
頼
で

き
る
事
業
者
を
選
ぶ
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

　

「
２
年
前
か
ら
通
っ
て
い
る
エ

ス
テ
が
倒
産
し
た
。
ま
だ
１
０
０

万
円
以
上
の
チ
ケ
ッ
ト
が
残
っ
て

い
る
。
返
金
し
て
ほ
し
い
」
「
英

会
話
教
室
が
倒
産
し
た
。
信
販
へ

の
支
払
い
は
ど
う
な
る
の
か
」

　

サ
ー
ビ
ス
の
実
行
が
何
か
月
も

先
で
あ
っ
た
り
、
長
期
に
わ
た
る

契
約
の
場
合
、
販
売
会
社
が
倒
産

し
て
し
ま
う
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
や

支
払
方
法
に
よ
り
対
応
が
変
わ
り

ま
す
。
現
金
で
支
払
っ
た
場
合
は

返
金
が
難
し
い
場
合
が
多
い
の

で
、
契
約
期
間
や
必
要
性
を
考

え
、
あ
ま
り
長
期
の
契
約
は
避
け

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

「
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る

と
き
に
敷
金
を
返
し
て
く
れ
な

い
」
「
修
繕
費
が
高
額
で
納
得
で

き
な
い
」

　

賃
貸
物
件
の
退
去
時
の
ト
ラ
ブ

ル
の
相
談
が
目
立
ち
ま
す
。
契
約

書
面
の
特
約
条
項
が
借
主
に
不
利

な
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

最
近
で
は
特
約
条
項
そ
の
も
の
が

消
費
者
契
約
法
の
不
当
条
項
に
当

た
る
と
し
て
無
効
の
判
決
が
一
般

的
に
な
り
ま
し
た
。
借
主
に
は
善

意
の
管
理
者
た
る
注
意
義
務
が
あ

る
の
で
、
き
れ
い
に
手
入
れ
を
し

て
住
み
、
故
意
過
失
で
つ
け
た
汚

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

消
費
生
活
相
談

　
　
　
　
　

の
概
要

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

□問 消費生活センター��７２５・８８０５

　

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
人
、
現
に
議

員
や
長
等
の
公
職
に
あ
る
人
）
が

選
挙
区
内
の
人
や
団
体
に
寄
附
を

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
有
権
者
が
寄
附
を
求

め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
お
金
の

か
か
ら
な
い
選
挙
、
き
れ
い
な
選

挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
附
の
例

　

お
歳
暮
等
、
催
し
物
へ
の
寄
附

・
差
し
入
れ
、
町
内
会
の
会
合
や

旅
行
会
等
へ
の
寸
志
・
飲
食
物
の

差
し
入
れ
、
落
成
式
・
開
店
祝
い

の
花
輪
や
御
祝
等
、
病
気
見
舞

い
、
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で

出
席
す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香

典
、
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有

料
広
告

□問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
��
７

２
４
・
２
１
６
８

�

�
�
�
�
�
�
��

�
�

��

��

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
訪
問
販
売

エ
ス
テ
・
英
会
話
教
室

　
　
　
　
　
　

等
の
倒
産

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　

敷
金
返
還

　

皆
さ
ん
は
、
ご
み
の
処
理
に
ど

の
く
ら
い
の
費
用
が
か
か
っ
て
い

る
か
、
ご
存
知
で
す
か
？

　

ご
み
は
収
集
や
分
別
・
資
源
化

・
焼
却
等
の
過
程
を
経
て
処
理
し

て
い
ま
す
。
２
０
０
７
年
度
、
こ

れ
ら
に
要
し
た
費
用
は
約　

億
円

７２

で
し
た
。
各
工
程
に
要
し
た
費
用

の
内
訳
は
下
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
も
多
く
を
占
め
て
い
る
の

は
、
中
間
処
理
に
要
し
た
費
用
で

す
。
こ
れ
は
、
ご
み
の
破
砕
や
焼

却
、
排
水
処
理
等
の
た
め
に
要
し

た
費
用
で
す
。

　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ

ー
は
稼
動
後　

年
が
経
過
し
、
設

２６

備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
施
設
の
維
持
管
理
に

多
額
の
費
用
が
か
か
っ
て
お
り
、

大
幅
な
改
修
を
要
す
る
設
備
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　

最
終
処
分
は
、
か
つ
て
は
埋
立

処
分
で
し
た
が
、
今
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
を
「
東
京
た
ま
広
域
資
源
循

環
組
合
」
の
施
設
に
運
搬
し
、
エ

コ
セ
メ
ン
ト
と
し
て
資
源
化
し
て

い
ま
す
。
最
終
処
分
経
費
の
約　
４６

％
は
、
こ
の
エ
コ
セ
メ
ン
ト
化
の

た
め
の
費
用
で
す
。

　

ご
み
処
理
に
要
す
る
費
用
を
削

減
す
る
に
は
、
ご
み
の
減
量
が
有

効
で
す
。
こ
の
た
め
町
田
市
で

は
、
ご
み
に
な
ら
な
い
よ
う
分
別

に
よ
る
資
源
化
を
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち
」
に
向
か

っ
て
、
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

□問
 

環
境
総
務
課
��
７
９
７
・
７
１

１
２ ２００７年度ごみ処理経費�

３０億７０億７，８０８０２万円万円�
４３％�

１２億９２億９，７８７８３万円万円�
１８％�

２８億１８億１，６１６１１万円万円�
３９％�

３０億７，８０２万円�
４３％�

１２億９，７８３万円�
１８％�

収集運搬経費�

中間処理経費�
（破砕、焼却等）�

最終処分経費（灰の運搬、�
エコセメント化、不燃物の�
資源化等）�

２８億１，６１１万円�
３９％�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��

��
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

れ
に
つ
い
て
は
修
理
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
国
土

交
通
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考

に
修
繕
費
の
妥
当
な
負
担
範
囲
を

判
断
し
、
交
渉
す
る
よ
う
助
言
し

て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
消
費
生
活
に
関

す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

訪
問
販
売
・
電
話
勧
誘
な
ど
で

契
約
し
た
時
に
は
契
約
し
た
日
か

ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
無
条
件
解
除
が
で
き
ま
す
。
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て

い
て
も
販
売
方
法
や
契
約
書
面
に

問
題
が
あ
れ
ば
解
約
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
あ
き
ら
め
ず
に

ご
相
談
下
さ
い
。

　

高
齢
者
の
金
融
資
産
を
狙
っ
た

被
害
も
目
立
ち
ま
す
。
今
だ
け
・

こ
こ
だ
け
・
あ
な
た
だ
け
と
い
う

よ
う
な
う
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ

ん
。
急
が
せ
る
契
約
に
は
ご
用
心

で
す
。

　

相
談
は
専
用
電
話
��
７
２
２
・

０
０
０
１
（
月
〜
土
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

へ
。



２００８．　．　 （　）１２ １１ ９ちょっと聞きたい　あれこれコール　町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６

　

近
年
、
住
宅
地
周
辺
に
お
け
る

ご
み
の
焼
却
に
よ
り
、
「
煙
や
悪

臭
で
困
っ
て
い
る
」
、
「
干
し
て

い
た
洗
濯
物
が
臭
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
」
と
い
う
相
談
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
焼
却
行
為
は
こ

の
よ
う
に
近
隣
環
境
へ
悪
影
響
を

及
ぼ
す
た
め
、
ど
ん
ど
焼
き
の
よ

う
な
慣
習
行
事
等
の
一
部
例
外
を

除
き
、
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ

る
ご
み
に
つ
い
て
は
、
ル
ー
ル
に

従
っ
た
適
正
な
処
理
を
行
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
��
７
２
４
・
２
７

１
１
（
焼
却
行
為
に
つ
い
て
）
、

ご
み
減
量
課
��
７
９
７
・
０
５
３

０
（
ご
み
の
適
正
な
処
理
に
つ
い

て
）

　

今
年
、
４
月　

日
に
実
施
し
た

２２

本
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
よ
り

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
学
校
教

育
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
次
の
と
お
り

公
表
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
立
全
小
中
学
校
で
は

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
児
童
・
生

徒
の
学
力
向
上
に
向
け
て
授
業
改

善
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
公
表
日　
　

月
１
日
か
ら

１２

○
公
表
方
法　

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
教
育
委
員
会
↓
学
校
教

育
）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

○
内
容　

学
力
調
査
教
科
別
平
均

正
答
率
・
本
市
児
童
生
徒
の
学
力

に
お
け
る
課
題
と
改
善
策
等

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
に
、

「
ま
ち
だ
の
教
育
」
３
月　

日
号

２１

に
も
掲
載
予
定
で
す
。

住
宅
の
耐
震
化
を
！

【
無
料
簡
易
耐
震
診
断
】

　

昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着

５６

３１

工
し
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
専

門
家
に
よ
る
無
料
簡
易
耐
震
診
断

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
防
災
ベ
ッ

ド
の
設
置
の
助
成
制
度
】

　

昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着

５６

３１

工
し
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
耐

震
シ
ェ
ル
タ
ー
ま
た
は
防
災
ベ
ッ

ド
の
設
置
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
耐
震
化
助
成

制
度
】

　

昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着

５６

３１

工
し
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
耐
震
化
を
助
成
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

※
対
象
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
宅
課
（
��
７
０
９
・
０
５
７

９
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
そ
の
他
に
も
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

第
８
回

町

田

市

鶴

川

駅

前

公
共
施
設
建
設
調
整
会
議

　

こ
れ
ま
で
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
は
、
ホ
ー
ル
部
会
及
び
図
書

館
部
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の

３
つ
の
部
会
で
、
公
共
施
設
の
施

設
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
検
討
し
た
施
設
機
能
を
基
に

ま
と
め
た
「
基
本
計
画
（
素
案
）」

に
つ
い
て
討
議
を
行
い
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直

接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
午
後
７
時
開

１２

２２

始○
会
場　

鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー
第

２
会
議
室

○
定
員　
　

人
程
度
（
先
着
順
）

１０

□問
 

企
画
調
整
課
��
７
２
４
・
２
１

０
３忠

生
市
民
セ
ン
タ
ー

【　

月
・
１
月
の
「
出
張
相
談
」】

１２

　

「
出
張
相
談
」
の
期
日
・
内
容

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
、

忠生市民センター「出張相談」日程表

担　　当内　　容期　日

消費生活センター
架空請求、訪問販売によるト
ラブルや振り込め詐欺、多重
債務などの相談

１２月２２日
（月）

保険年金課
国民健康保険税の納付や国民
健康保険の加入・脱退につい
ての相談

１２月２４日
（水）

市民税課市・都民税申告相談１２月２６日
（金）

消費生活センター
架空請求、訪問販売によるト
ラブルや振り込め詐欺、多重
債務などの相談

１月１９日
（月）

保険年金課
国民健康保険税の納付や国民
健康保険の加入・脱退につい
ての相談

１月２１日
（水）

資産税課固定資産税（土地・家屋）に
関する相談

１月２３日
（金）

野

津

田

公

園

【
更
新
実
験
林
の
手
入
れ
と
木
工

作
】

　

森
の
若
返
り
を
実
験
し
て
い
る

林
で
山
仕
事
入
門
と
木
工
作
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
親
子
で
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
期
日　
　

月　

日
（
日
）
、
１

１２

１４

月　

日
（
日
）
、
雨
天
中
止

１１
○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
２
時

１０

○
集
合
場
所　

上
の
原
広
場
管
理

棟
前

○
内
容　

下
草
刈
・
も
や
わ
け
・

木
工
作
・
リ
ー
ス
づ
く
り
な
ど

○
持
ち
物　

お
弁
当
、
軍
手
、
カ

マ
等

□問
 

野
津
田
・
雑
木
林
の
会
��
７
３

６
・
７
３
０
６
、
野
津
田
公
園
��

７
３
６
・
３
１
３
１

保育サポート講習会　日程表

定員会　場内　容時　間期　日

各５５人町田市民
フォーラム

入会説明会１０：００～１２：００
１月２７日（火）

心・体の発育と
病気１３：００～１５：００

保育の心１０：００～１２：００１月２８日（水）

子どもの食事１０：００～１２：００
１月２９日（木）

子どもの世話と
遊び１３：００～１５：００

各３０人健康福祉会館普通救命講習
９：００～１２：００２月３日（火）

９：００～１２：００２月５日（木）

※「普通救命講習」は２月３日、５日のいずれか１回の受講となりま
す。当日は運動しやすい服装でおいで下さい（スカート不可）。
※会員証に張る写真（タテ３cm×ヨコ２.５cm、裏面にボールペンで記
名、６か月以内撮影）をお持ち下さい。
※保育無。
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□問
 

指
導
課
��
７
２
４
・
２
１
５
４

燃
や
さ
な
い
で

燃
や
さ
な
い
で
！！

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

ご
利
用
下
さ
い
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
受
付　

先
着
順

□問
 

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
��
７
９
１

・
２
８
０
２

�����������������

□問 企画調整課（市制５０周年記念事業担当）��７２４・２１３２

事前にお申し込み下さい

問い合わせ・申し込み等会　場イベント名日　時

○費用　１００円
○申し込み　住所・氏名・
電話番号・集合場所ＡＢ
いずれかを明記し、下記
期間内に、ＦＡＸまたは
電話でご連絡下さい（申
し込み順６０人）。
※ＦＡＸ優先でお願いしま
す。

○申込期間　１２月２０日～２５
日、１月１０日～３１日
□問 まちだ史考会、友井��７２３
・５２２０、�７２５・７９１０、岡
田���７９５・１４６６

鶴間地域周辺
（一部大和市）
全行程８km

［市民協働事業］
“郷土まちだの歴史散歩”
「歴史の村・旧鶴間村を歩く」
「旧南村」の最南端にあった
「旧鶴間村」を歩きます。
○集合場所　下記ＡＢどちら
か選択

　Ａ＝町田バスセンター９番
乗り場（鶴間行き停留
所）前に午前９時

　Ｂ＝町谷原バス停前に午前
９時３０分

○解散　神社前バス停（大和市
下鶴間）午後３時３０分ごろ

２月１４日（土）
午前９時～
午後３時３０分ご
ろ

※詳細は、各団体にお問い合わせ下さい。また、市制５０周年記念事業実行委員会ホームペ
ージ（http://www.machida50.com）でもイベント情報をご覧いただけます。

チ

ビ

ッ

コ

あ
そ
び
隊　

忠
生

in

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
前

１２

２２

　

時
〜　

時　

分

１１

１１

４５

○
会
場　

忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル

○
内
容　

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
中
心

と
し
た
親
子
あ
そ
び
。
今
回
は
ク

リ
ス
マ
ス
い
っ
ぱ
い
。
サ
ン
タ
さ

ん
も
や
っ
て
く
る
よ
。

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
��
７

８
８
・
４
１
８
１

　

青
竹
の
器
で
お
正
月
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。
花
入
れ
、
酒
器
、
は

し
、
皿
な
ど
を
作
り
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
午
前

１２

２３

９
時　

分
〜
正
午

３０

○
会
場　

同
公
園
「
森
の
家
」

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
申
し
込
み　

午
前
９
時
〜
午
後

か
し
の
木
山
自
然
公
園

正
月
用
竹
細
工

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
��
７
３
６
・

８
３
８
０

な
た
ね
油
し
ぼ
り

実

演

と

販

売

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽

培
し
て
い
る
な
た
ね
か
ら
、
な
た

ね
油
を
し
ぼ
り
ま
す
。
し
ぼ
っ
た

油
は
４
２
５
ｇ
ビ
ン
１
本
８
０
０

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

○
期
日　
　

月　

日
（
土
）

１２

２０

○
販
売
時
間　

午
前
９
時　

分
か

３０

ら
（
売
切
れ
次
第
終
了
）

○
実
演
時
間　

午
前　

時
〜
午
後

１０

２
時

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

町
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

子
育
て
の
お
手
伝
い
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
く

だ
さ
る
方
（
援
助
会
員
・
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
ま
す
。

【
保
育
サ
ポ
ー
ト
講
習
会
】

　

右
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

講
習
会
修
了
後
、
同
セ
ン
タ
ー
の

「
援
助
会
員
」
と
し
て
登
録
し
、

活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
満　

歳
以

２０

上
の
保
育
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

方
。
た
だ
し
、
妊
婦
の
方
は
、
母

４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
か

し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の
家
」

（
��
７
２
４
・
１
６
６
０
）
へ
。

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　
１４

番
乗
り
場
か
ら
、
成
瀬
台
行
き
バ

ス
で
「
大
谷
原
」
下
車
、
徒
歩
５

分※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
人
１
枚
ピ
ザ
を
焼
き
、
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
を
薫
製
す
る
こ
と
で
、
大

地
沢
の
ピ
ザ
窯
と
薫
製
箱
の
利
用

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

○
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

２０

　

時
〜
午
後
２
時

１０○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン

タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
で
大
地
沢
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
��
７
８
２
・
３

８
０
０
）
へ
。

※
本
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、

大
地
沢
の
ピ
ザ
窯
・
薫
製
箱
の
個

人
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ピ
ザ
窯
・
薫
製
箱

利

用

講

習

会

体
と
胎
児
の
安
全
の
た
め
、
受
講

を
ご
遠
慮
下
さ
い
。

○
申
し
込
み　

１
月　

日
ま
で
に

２２

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
セ
ン

タ
ー
（
��
�
７
２
４
・
０
９
０

１
）
へ
。



２００８．　．　（　） １２ １１１０ 町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６　番号間違いにご注意下さい

体育協会からのお知らせ □問 体育協会事務局��７２４・３４４０

申し込み期日／会場／内容／費用対　象種目・教室名

直接会場へおいで
下さい

１２月１４日午前８時５０分集合／横浜線十日市場駅前
（集合）～鴨居駅前（１２km ゴール）～小机駅前
（１７km）／５００円

市内在住、在勤、在学の
小学生以上の方及び会員

市民ウォーキング
「小机城攻略」

１２月２０日午前８時５０分集合／小田急線新百合ヶ丘駅
前（集合）～黒川駅前（１１kmゴール）～鶴川駅前
（１７km）／５００円

市内在住、在勤、在学の
小学生以上の方及び会員

市民ウォーキング
「裏道・脇道・抜道・
散歩道」

１２月２０日正午～午後３時／総合体育館／初心者実技
指導／貸弓具が必要な方は事前にアーチェリー協会
（��７３４・０３２１）へ／６００円

市内在住、在勤、在学の
１６歳以上の方アーチェリー講習会

実施要項参照
１月４日〆切

１月１１日、１２日午前１０時～正午（全２回）／花の山
フィールドアーチェリー（相原町）／初心者対象の
基本等／１０００円

市内在住、在学の小・中
学生

小・中学生初心者アー
チェリー教室

大会要項参照
１２月２５日〆切

１月１８日、２５日、予備日２月１日／成瀬クリーンセ
ンターテニスコート／各チームによるトーナメント
（大会要項参照）／１チーム１万１０００円

市内在住、在勤の１８歳以
上の方、市テニス協会加
盟団体会員／高校生を除
く

新春テニス団体戦

大会要項参照
２月３日〆切

３月１５日午前９時受付／総合体育館／男子・女子ダ
ブルス１部～３部、壮年男子・女子ダブルス１部・
２部／１組３０００円

高校生以上で、壮年の部
は当日年齢４５歳以上の方

町田オープンバドミン
トンダブルス大会

※大会要項・申込用紙は総合体育館とサン町田旭体育館にあります。また、体育協会のホームページ（http://www.ma 
chida-taikyo.com）からダウンロードもできます／会員・連盟登録者の費用は変わる場合もあります／詳細はホーム
ページまたは直接体育協会へお問い合わせ下さい

【
男
の
料
理
教
室
・
ハ
ヤ
シ
ラ
イ

ス
ほ
か
】

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６０

の
方

○
日
時　

１
月　

日
（
木
）
午
前

１５

　

時
〜
午
後
２
時

１０○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
講
師　

栄
養
士
・
守
屋
田
鶴
子

氏○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

６
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、　

月　

日
ま

１２

２２

で
（
必
着
）
に
、
町
田
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
〒　

－

０
０
２

１９４

２
、
森
野
１

－

１

－　

、
わ
く
わ

１５

く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、
��
７
２
５
・

４
６
１
３
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
��
７
２
４
・
２

１
４
１

シ

ニ

ア

塾

【
創
作
講
座
／
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー

ン
】

　

鮮
や
か
な
色
彩
と
美
し
い
諧
調

が
魅
力
の
版
画
で
す
。
材
料
や
用

具
な
ど
は
同
館
で
用
意
し
ま
す
の

で
、
初
め
て
の
方
で
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

○
期
日　

１
月　

日
〜
３
月　

日

１４

２５

の
水
曜
日
、
全　

回
１０

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

分
３０○

会
場　

同
館
ア
ト
リ
エ

国
際
版
画
美
術
館

○
内
容　

水
性
・
多
色
刷
り
版
画

の
制
作

○
講
師　

版
画
家
・
天
野
純
治
氏

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１０

○
費
用　

１
万
８
０
０
０
円

【
銅
版
画
一
日
教
室
・
メ
ゾ
チ
ン

ト
技
法
】

　

様
々
な
銅
版
画
の
表
現
に
つ
い

て
、
制
作
を
通
じ
な
が
ら
紹
介
し

て
い
ま
す
。
用
具
類
な
ど
は
同
館

で
用
意
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

○
日
時　

１
月　

日
（
金
）
午
後

２３

１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
工
房

○
内
容　

単
色
の
銅
版
画
（
７
㎝

×　

㎝
程
度
）

１２
○
指
導　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１２

○
費
用　

１
２
０
０
円

◇

○
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番
号
・
年

齢
（
任
意
）
を
明
記
し
、　

月　
１２

２３

日
ま
で
に
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン 

タ
ー
（
��
７
２
４
・
５
６
５
６
、

Ｅ
メ
ー
ル5

6
5
6
@
m
a
c
h
id
a
.

c
a
ll

‐ce
n
te
r.jp

）
へ
。

□問
 

同
館
��
７
２
６
・
２
８
８
９

【
国
産
大
豆
を
使
っ
て
味
噌
を
手

作
り
し
よ
う
】

　

遺
伝
子
組
み
換
え
大
豆
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
と
表
示
の
読
み
取

り
を
学
び
な
が
ら
体
験
し
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方

○
日
時　

１
月　

日
（
火
）
午
後

２０

１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
講
師　

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
技
術

教
育
研
究
会
・
福
岡
ひ
と
み
氏

く
ら
し
に
役
立
つ

料

理

教

室

百
人
一
首
カ
ル
タ
会

　

お
正
月
は
百
人
一
首
カ
ル
タ
で

遊
び
ま
せ
ん
か
！
初
め
て
の
人
も

大
歓
迎
。
一
人
か
ら
参
加
で
き
ま

す
。

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
期
日　

１
月
６
日
（
火
）

○
時
間　

小
学
生
〜
中
学
生
の
部

＝
午
前　

時
〜
正
午
、
高
校
生
〜

１０

一
般
の
部
＝
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
３０

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館

○
講
師　

ま
ち
だ
か
さ
さ
ぎ
会
代

表
・
児
玉
文
子
氏

○
定
員　

各　

人
（
申
し
込
み

５０

順
）

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話

で
、
町
田
市
民
文
学
館
（
��
７
３

９
・
３
４
２
０
）
へ
。

ひ

な

た

村

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
・
ぶ
ら
っ
と

工
作
デ
ー
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小

学
生
以
上
と
そ
の
家
族
（
子
ど
も

だ
け
で
も
可
）

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後

１２

２０

１
時　

分
〜
３
時　

分
受
付

３０

３０

○
内
容　

こ
ま
シ
リ
ー
ズ

【
ひ
な
た
村
シ
ア
タ
ー
】

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前

１２

２１

　

時　

分
上
映
開
始

１０

３０

○
内
容　

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
メ

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

【
①　

メ
ビ
タ
・
マ
〜
の
お
も
し

Mr.

ろ
造
形
工
作
教
室
】

　

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
！

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
後

１２

１７

３
時
〜
３
時　

分
と
午
後
４
時
〜

５０

４
時　

分
の
２
回

５０

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み

１５

順
）

○
費
用　

１
０
０
円

【
②
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
】

　

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
・
コ
ー
ル

ウ
ィ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
ラ
イ
ブ
で
す
♪

○
対
象　

幼
児
か
ら

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前

１２

２０

　

時　

分
〜
正
午

１１

３０

◇

○
申
し
込
み　

①
は
直
接
ま
た
は

電
話
で
同
館
（
��
７
１
０
・
１
４

７
５
）
へ
。
②
は
直
接
会
場
へ
お

い
で
下
さ
い
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

つ

る

っ

こ

は
つ
ら
つ

ア

ク

テ

ィ

ブ

エ

イ

ジ

講

座

　

こ
の
講
座
で
「
介
護
予
防
」
を

学
ん
で
、
元
気
で
活
動
的
に
年
齢

を
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６０

で
、
各
回
で
行
う
簡
単
な
作
業
や

運
動
が
で
き
、
全
回
出
席
で
き
る

方○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　

電
話
で
町
田
市
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
��
７
２
４
・
５

６
５
６
）
へ
。

※
当
講
座
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

る
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
��
７
２
４
・
２

１
４
６

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２４

○
費
用　

８
０
０
円

○
申
し
込
み　
　

月　

日
正
午
〜

１２

１１

　

日
に
電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ

２３ン
タ
ー
（
��
７
２
４
・
５
６
５

６
）
へ
。

※
託
児
希
望
（
２
歳
以
上
、
人
数

に
限
り
あ
り
）
の
方
は
申
し
込
み

の
際
に
申
し
出
下
さ
い
。

□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
��
７
２
５

・
８
８
０
５

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
、
３
丁
目
物
語

・
冬
、
す
て
き
な
ク
リ
ス
マ
ス

◇

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

□問
 

ひ
な
た
村
��
７
２
２
・
５
７
３

６

【
介
護
予
防
の
す
す
め
】

　

「
年
を
と
っ
て
も
元
気
で
過
ご

し
た
い
」
…
そ
の
た
め
に
は
こ
れ

か
ら
ど
う
い
う
生
活
を
し
て
い
け

ば
い
い
の
だ
ろ
う
？
今
か
ら
で
き

る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
だ
ろ
う
？

こ
の
疑
問
の
解
決
に
は
「
介
護
予

防
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
下

さ
い
。

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
��

７
０
８
・
０
２
３
６

はつらつアクティブエイジ講座　日程表

講　師テーマ日　時

高齢者福祉課職員介護予防ってなんだろ
う？

２月６日（金）
９：３０～１２：００１

（特）認知症予防サポー
トセンター・城直美氏

今日からできる認知症
予防
～脳を鍛えるコツは？～

健康運動指導士・山村昌
代氏

知りたい元気なからだ
作り
（自宅でもできる簡単
な体操）

２月１３日（金）
９：３０～１１：３０２

管理栄養士・村上律子氏
身体の資本
栄養で満点を取ろう！
（低栄養予防の話）

２月２０日（金）
９：３０～１１：３０３

歯科衛生士・根本由美子氏

ストップ！お口の老化
現象
～あなたは大丈夫？お
口の健康～
（お口の体操等）

２月２７日（金）
９：３０～１１：３０４

【
ウ
ィ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
２
０
０

８
〜
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
・
サ
ン
タ
が

や
っ
て
く
る　

】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後

１２

２１

２
時
〜
５
時

○
内
容　

子
ど
も
委
員
会
に
よ
る

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
。

工
作
、
キ
ャ
ン
ド
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

　
!!

スポーツ振興公社からのお知らせ □問 スポーツ振興公社��７２４・３４４０

申し込み期日／会場／内容／費用対　象教室名

往復ハガキ（１人
１枚）に教室名・
住所・氏名（ふり
がな）・年齢・電
話番号を明記し、
返信用にもあて先
を書いて１２月１８日
まで（消印有効）
にスポーツ振興公
社（〒１９４－００４５、
南成瀬５－１２）へ。
※市外在住の方
は、市内の勤務
先または学校名
と所在地を明記
※抽選

１月１３日～３月１７日の毎週火曜日、全１０回、
午前１０時～１１時３０分／総合体育館／初心者対
象の基本・基礎指導／５０人／３４００円

市内在住、在勤の
４０歳以上の方中高齢者気功教室

１月１５日～２月１２日の毎週木曜日、全５回、
午後１時～２時３０分／総合体育館／基本・ゲ
ーム戦術の体験／５０人／１７００円

市内在住、在勤、
在学の１８歳以上の
方

ニュースポーツ
（ネオテニス）体
験教室

１月２０日～３月２４日の毎週火曜日、全１０回、
午前１０時～１１時１５分／サン町田旭体育館／ス
トレッチ中心の運動／３０人／４４００円

市内在住、在勤の
４０～６０歳の方

自主事業・
ビューティフル・
ライフ（ストレッ
チ）体操教室

１月２３日～３月２７日の毎週金曜日（３月２０日
を除く）、全９回、午後１時１５分～２時３０分
／サン町田旭体育館／日常生活に必要な筋力
トレーニング・ストレッチ、リズム体操／５０
人／３０００円

市内在住、在勤の
４０歳以上の方

リラックス＆リフ
レッシュ体操教室



２００８．　．　 （　）１２ １１ １１ちょっと聞きたい　あれこれコール　町田市コールセンター町田市コールセンター��０４２・７２４・５６５６

親

と

子

の

交

流

ひ

ろ

ば

幼
い
子
ど
も
と
暮
ら
す

【
き
し
ゃ
ポ
ッ
ポ
】

　

自
由
交
流
で
仲
間
を
見
つ
け
た

り
親
子
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び
を

し
た
り
し
ま
す
。
時
間
内
に
直
接

会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

第
１
子
の
０
歳
児
と
暮

ら
す
親
と
そ
の
子
ど
も
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
の
方

○
期
日　

月
３
回
火
曜
日
ま
た
は

木
曜
日

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

※
詳
し
い
日
程
は
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ

い
。

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
６

階
保
育
室

※
月
１
回
日
曜
日
「
パ
パ
と
一
緒

に
き
し
ゃ
ポ
ッ
ポ
」
も
あ
り
ま

す
。
０
歳
児
を
も
つ
新
米
パ
パ
と

マ
マ
、
ま
た
は
パ
パ
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
次
回
は　

月
１２

　

日
で
す
。

２１□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
��
７
２
８

・
０
０
７
１

児
童
文
学
講
座

【
子
ど
も
の
本
か
ら
見
え
る
も
の

－

大
人
の
期
待
・
子
ど
も
の
期

待
】

　
　

年
代
か
ら
現
代
ま
で
様
々
な

６０
タ
イ
プ
の
作
品
を
と
お
し
て
、
児

童
文
学
が
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
や

大
人
の
「
期
待
」
に
応
え
て
き
た

か
、
考
え
合
い
ま
す
。

○
期
日　

１
月　

日
、
２
月　

３０

２０

日
、　

日
、
３
月　

日
、
い
ず
れ

２７

１３

も
金
曜
日
、
全
４
回

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
会
場　

町
田
市
民
文
学
館

○
講
師　

児
童
文
学
評
論
家
・
藤

田
の
ぼ
る
氏

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

※
保
育
（
１
歳
以
上
８
人
）
あ

り
。
１
月　

日
午
前
の
保
育
説
明

２３

会
に
参
加
で
き
る
こ
と
。

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

保
育
希
望
者
は
子
ど
も
の
名
前

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
を
明
記

し
、
１
月
６
日
ま
で
（
必
着
）
に

町
田
市
民
文
学
館
「
児
童
文
学
講

座
」
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町

１９４

田
４－

　

－

　

、
��
７
３
９
・
３

１６

１７

４
２
０
）
へ
。

●
町
田
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
��

７
２
２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
英
会
話
講
座
（
初
級
）
】

　

日
時
＝
１
月　

日
〜
３
月　

日

１４

１１

の
毎
週
水
曜
日
全
８
回
、
午
後
６

時　

分
〜
８
時　

分
／
会
場
＝
同

３０

３０

会
議
所
／
費
用
＝
１
万
６
０
０
０

円
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議

所
へ
。

【
珠
算
検
定
試
験
】

　

期
日
＝
２
月
８
日
／
会
場
＝
町

田
一
中
／
費
用
＝
１
級
２
０
４
０

円
、
２
級
１
５
３
０
円
、
３
級
１

３
３
０
円
、
４
〜
６
級
９
２
０

円
、
暗
算
８
２
０
円
、
段
位
２
５

５
０
円
／
申
し
込
み
＝　

月　

日

１２

１５

〜　

日
に
直
接
同
会
議
所
へ
。

１７
●
ア
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
の
お
知
ら

せ
　

問
い
合
わ
せ
は
ア
ー
ル
フ
ィ
ー

ル
ド
（
��
７
９
７
・
７
６
４
６
）

へ
。

【
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ェ
ス
タ
】

　

期
日
＝　

月　

日
／
内
容
＝
模

１２

２０

擬
店
ほ
か

【
年
末
大
セ
ー
ル
】

　

日
時
＝　

月　

日
・　

日
（　

１２

２０

２２

５０

％
ｏ
ｆ
ｆ
）
、　

日
・　

日
（　

２４

２５

９０

％
ｏ
ｆ
ｆ
）
、
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
４
時
（　

日
は
正
午
ま
で
）

２５

／
内
容
＝
衣
類
、
食
器
、
雑
貨
、

オ
モ
チ
ャ
、
本
、
靴
、
バ
ッ
グ
等

【
年
末
年
始
の
お
休
み
】

　
　

月　

日
正
午
〜
１
月
４
日
ま

１２

２５

で●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ー
モ
ニ
ー

臨
時
職
員
募
集

　

資
格
＝
運
転
免
許
証
／
勤
務
場

所
＝
町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
／
応

募
＝
志
望
の
動
機
（
４
０
０
字
程

度
）
を
書
き
、
履
歴
書
を
郵
送
で

　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田

１２

２５

市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
募
集
係
（
〒　
１９５

－

０
０
６
３
、
野
津
田
町
３
２
７

２
、
薬
師
池
公
園
内
、
��
７
３
６

・
８
２
８
１
）
へ
。

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
「
電
話
相
談　

心
の

友
」
の
お
知
ら
せ

　
　

月　

日
〜
１
月
７
日
は
、
冬

１２

２４

休
み
の
た
め
相
談
活
動
を
休
止
し

ま
す
／
相
談
日
時
＝
毎
週
火
〜
木

曜
日
、
午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

（
祝
休
日
を
除
く
）
／
相
談
電
話

番
号
＝
��
７
２
４
・
５
６
８
２
／

□問
 

町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

��
７
２
５
・
４
４
６
５

●
喫
茶
け
や
き
「
①
通
所
者
・
②

支
援
ス
タ
ッ
フ
」
募
集

　

対
象
＝
①
市
内
在
住
で
、　

歳
１８

〜　

歳
く
ら
い
ま
で
の
障
が
い
者

４０
手
帳
・
愛
の
手
帳
等
を
お
持
ち
で

自
主
出
勤
で
き
る
方
②
障
が
い
者

に
理
解
の
あ
る
方
／
内
容
＝
①
喫

茶
業
務
、
作
業
等
②
喫
茶
業
務
全

般
／
委
細
面
談
／
□問
 

ア
ミ
テ
ィ
町

田
け
や
き
��
７
２
８
・
８
０
６
２

●
第
二
清
風
園
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
地
域
介
護
予
防

教
室
「
歯
つ
ら
つ　

健
口
教
室
」

　

対
象
＝
お
お
む
ね　

歳
以
上
の

６５

方
／
日
時
＝
１
月　

日
、　

日
、

１４

２８

２
月
４
日
、　

日
、
３
月
４
日
、

１８

　

日
、
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

１８

３０

３０

分
／
会
場
＝
第
二
清
風
園
（
駐
車

場
あ
り
）
／
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん

／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
セ
ン

タ
ー
（
��
７
３
６
・
６
９
０
６
）

へ
。

●
町
田
市
医
師
会
準
夜
急
患
こ
ど

も
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
療
事
務
の
パ
ー

ト
募
集

　

資
格
＝
パ
ソ
コ
ン
入
力
処
理
が

で
き
る
方
／
申
し
込
み
＝　

月　
１２

１８

日
ま
で
に
履
歴
書
を
郵
送
で（
社
）

町
田
市
医
師
会
（
〒　

－

０
０
２

１９４

２
、
森
野
３－

　

－

　

、
��
７
２

１３

２０

２
・
９
４
８
６
）
へ
。
問
い
合
わ

せ
は
、
午
後
２
時
〜
４
時
に
。

●
和
光
大
学
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン

サ
ー
ト
「
バ
ロ
ッ
ク
・
リ
ュ
ー
ト

を
聴
く
」

　

日
時
＝　

月　

日
午
後
３
時
か

１２

１９

ら
／
会
場
＝
ぱ
い
で
い
あ
（
小
田

急
線
鶴
川
駅
徒
歩
１
分
）
／
内
容

＝
リ
ュ
ー
テ
ィ
ス
ト
・
佐
藤
亜
紀

子
氏
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
（
ヴ
ァ

イ
ス
の
作
品
を
中
心
に
）
／
□問
 

同

大
学
企
画
広
報
課
��
０
４
４
・
９

８
８
・
１
４
３
３

●
桜
美
林
学
園
「
オ
ビ
リ
ン
・
ク

リ
ス
マ
ス
」

　

日
時
＝　

月　

日
午
後
６
時
か

１２

２２

ら
／
会
場
＝
同
学
園
荊
冠
堂
／
内

容
＝
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
サ

ー
ビ
ス
、
本
田
路
津
子
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
／
□問
 

同
学
園
チ
ャ

プ
レ
ン
室
��
７
９
７
・
１
６
９
５

備 考（対象等）連　　絡　　先費　　　用会　　　　場日　　　　　時催　し　名
材料費含みます。栗原��７９９－２９４７１０００円南町田会館ホール１２月２０日○土 午後３時３０分～５時�トールペイント講習　Ｘ ' マス又は正月の飾り物
保育必要な方ご連絡下さい丸岡��０９０－５８０２－２７３５１００円町田市民フォーラム第２１２月２１日○日 午後２時～３時３０分子育てセミナー「子育ては一人で悩まないで」
有資格者が楽しく指導笠松浪子��０４２－７２３－１１８９無料高ケ坂団地Ｂ５集会所１２月２１日～１月２５日毎週○日 午後２時～高ケ坂日曜気功会　無料見学会　年令体力など不問
お気軽におでかけください滝島��７２９－１１６６３００円木曽山崎センターホール１２月２２日○月 午後１時～ハンドツーハンド　ダンスパーティ
初心者の方もお気軽に萩原��７２６－４５６３無料成瀬センターホール１２月２２日、１月１９日午後１時３０分～さわやかフォークダンス　公開練習
次回１月２７日、２月１７日○火 小林��７９２－２０６８５００円木曽山崎センター１２月２３日○祝 午後１時～アンサンブルフレンズクリスマスダンスパーティー
リボン有、午後１時赤堀��０４２－７２５－５３７８５００円健康福祉会館　○Ｐ なし１２月２４日、１月５日、１２日○祝 かおり会ダンスパーティ
１月１１日もあり石井��０８０－１３６０－８０３６５００円健康福祉会館　○Ｐ なし１２月２５日、２７日、１月４日午後１時�ダンスパーティー　ＳＤＣ石井�
入場には整理券が必要ですくどう��０７０－６６５２－２５１４（要連絡）無料町田市民フォーラムホール１２月２６日○金 午後２時３０分開演♪わらべ唄からゴスペルまで子育て世代が歌います
最高の音楽でＣダウンを！北村��７９４－２３２９１２００円町田市文化交流�６階セン�

ター�１２月３１日午後１時～４時３０分カウントダウンダンスパーティーのお誘い�
参加自由佐藤��０９０－６００３－２３６４３００円小山市民センター１月４日、１１日午後１時～町田ステップ・社交ダンス自主練習会
お気軽におでかけ下さい川村��０４２－７３５－１９４２３００円鶴川市民センター１月５日、２月２日午後１時３０分～４時月蓉会。ダンスパーティ
気軽においで下さい。宍戸真知子��０９０－３８７８－１０５９５００円つくし野センターホール１月７日○水 午後１時３０分～４時社交ダンスパーティー　マーメイド
ゴム長靴持参下さいエコネット町田・松尾��７２１－８６８７無料恩田川の坂下橋際１月８日午前９時３０分～１１時恩田川清掃（川のゴミ拾い）
お気軽においで下さい高瀬��７３４－１８４８３００円鶴川市民センターホール１月８日、２月５日午後１時３０分～サルビア中高年社交ダンスパーティ
お気軽にご参加下さい岩田��０９０－８４３６－３３１４５００円鶴川市民センターホール１月９日○金 午後６時～９時★ダンスパーティー★　睦月会（２５周年）
初心者や講習会終了者歓迎サークル舞・金井��７２８－０２９１２０００円なるせ駅前市民センターほか１月９日、１６日、２３日午後６時～★社交ダンスを初歩から正しく美しく学べる講習会
どなたもどうぞリボン有り中山��０９０－２３３２－７８８４５００円健康福祉会館　○Ｐ なし１月１０日○土 午後１時～４時ＭＮ会ダンスパーティ
町田ゼルビア出場しますフェスタ実行委員会五十子��７２５－８３３３無料市立陸上競技場１月１１日○日 午前８時３０分～午後４時第１７回サッカーフェスティバル in ＭＡＣＨＩＤＡ
○Ｐ なし成田��０４２－７２７－８８０２３００円木曽森野センターホール１月１１日○日 午後６時３０分～新春ダンスパーティー　くるみ会
　大竹��０４２－７２６－２４５５５００円まちだ中央公民館学習室１月１２日午後１時３０分～４時３０分町田ピア・サポート研修講座（心豊かな生活を）
夜７時以降わらべ��７３５－７５５７２００円せりがや会館２階和室１月１３日○火 午前１０時～正午わらべうたであそぼう。
伝統音楽をお楽しみ下さい清川��０４２－７２３－８４５５無料町田市民フォーラムホール１月１７日○土 午前１０時３０分～午後１時♪長唄を学ぶ会・新春おひきぞめ♪　唄と三味線
電話申込み　先着２０名しゃぼん玉の会・小川興��７２３－４５６０５００円まちだ中央公民館１０９・音①１月１８日○日 午後６時３０分～９時歌詞の読み方つかみ方指導・歌楽互恵ふれあい連盟
総持寺・交通博物館木目田��７９６－４８４６（要申し込み）１３００円小田急線町田駅西口１月１８日、２月１５日午前８時３０分視覚にハンディのある人たちとのハイキング
曲目スターバトマーテル他コール・ウィステリア��７３６－３０３２無料まちだ中央公民館ホール１月２０日○火 午前１０時～正午女声合唱コール・ウィステリア練習公開（体験可）
笑い・涙・元気の出る講演自治フォーラム・酒井��７３５－３６９４５００円町田市民ホール第４会議室１月２１日○水 午後６時～あなどれません地方自治住民福祉の増進は可能か！
皆様と楽しい一刻を！佐々木��０４２－７９１－８６０３３００円木曽山崎センター１月２１日、２月１８日○水 午後１時３０分～アカシア会　ダンスパーティのお誘い
忠生に２０１０年開校です教育市民の会・大和繁��７２８－７７４１５００円町田市民�第２会議室フォー�

ラム�１月２４日○土 午後１時３０分～４時ご存知ですか？ " 町田地区総合学科高校 "
初心者歓迎　気楽にどうぞ島瀬武彦��０４２－７２３－５２９３無料まちだ中央公民館６階○調 １月２５日○日 午前９時ハナレイ　ウクレレ　クラブ　無料講習会
講師は全国講演中の８４歳家庭療法研究会・本島��７３７－１９１０５００円鶴川市民センター会議室１月２５日○日 午後１時３０分～東洋医学から健康法を学び体験する－遠赤外線温灸
お問い合わせを大坪��７９９－１８５０無料まちだ中央公民館ホール１月２７日○火 午後２時～４時３０分♪レルヘン・コール（女声コーラス）公開練習♪

【市民の広場とは】
　町田市民の皆さんの交流や、仲間づくりをお手伝いするコーナーです。
催しを紹介する「おいで下さい」と、会員募集を掲載する「仲間に」の２
つのコーナーがあります。
【掲載できる活動】
　代表者・連絡先が市内在住者で、市内の公共施設等を利用して行う活
動、もしくは野外で行うハイキング・自然観察会など。講師が自ら生徒を
募集して行う活動、営利を目的とする活動、政治・宗教活動、法人等の活
動、バザー・フリーマーケットなど物品販売を主とする活動、個人宅・宗
教施設・ホテル等を会場とする活動、参加費・月会費が上限（３０００円程

度）を超える活動等は掲載できません。
　所定の申込用紙は、広報広聴課広報係（市役所４階）で配布しています。
　掲載を希望する方は、必ず一度説明を受けたうえでお申し込み下さい。
　この欄に掲載された場合は、町田市ホームページにも掲載されますので
ご了承下さい。
※活動内容の確認やトラブルの解決は、当事者間でお願いします（市は関
与していません）。また、各開催施設へのお問い合わせはご遠慮下さい。
※市民サークルに関しての情報は施設案内予約システム（http://www. 
yoyaku.machida.tokyo.jpまたは各施設の利用端末等）からもご覧にな
れます。

お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ い �
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★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８－１　11０４２・７９９・６１６１）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完
全予約制のため必ず事前に電話で連絡を＝11０４２
・７２５・２２２５）
□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：鶴間三角公園、淡島公園、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、都営山崎町アパート公

園、馬場児童公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

１２／

１１
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：薬師台青空公園、藤の台住宅管理組

合前
１０時３０分：小山観音谷戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生公園内駐車場
３時１０分：都営八幡平アパート
３時２０分：木曽学童保育クラブ前、シーアイハ

イツ町田

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～正午、１時～３時　電話相談のみ
受け付け＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議 
会11７２２・４８９８）

１２
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

１３
土

☆国際版画美術館市民展示室（～１４日　第 
２６回　昌 熾 会 書 展 ○問 弓 納 持11７２８・
７３８８）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　�内科系　町田慶泉病院 （11０４２・７９５・１６６８）
　�外科系　多摩丘陵病院 （11０４２・７９７・１５１１）
　　　　　　おか脳神経外科
 （11０４２・７９８・７３３７）

★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　�鈴木医院○内  （小川１－１０－１１　11７９５・５８８４）
　�黒江医院○内  （原町田６－２４－１１　11７２２・３３１３）
　�西嶋医院○小 ○内  （成瀬台３－８－１８　11７２６・７８７１）
　�富医院○内  （大蔵町１０９　11７３５・５６５５）
　�牧内科医院○内 ○小  （山崎町１９２１－１　11７９３・３８７３）

１４
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“バスセンター・境川
公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
３時　　：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）１５
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６－２　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上

宿公園
１時５０分：総合体育館駐車場入口
２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
３時　　：つくし野セントラルパーク
３時１０分：能ケ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○労働相談（１時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階）
※電話相談については11７２６・１３９４へ〈月～金〉

○物忘れ・認知症高齢者等相談（９時３０分～１１時３０分　町
田市福祉サービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

１６
火

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：成瀬熊ケ谷戸公園、鶴川さくら病院
１０時３０分：町田荘
２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅

前、小山市民センター横
３時　　：鶴川駅前五反田公園、三輪沢谷戸か

えで公園
３時２０分：小山ヶ丘小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　ボランティアサロン２階小
会議室　○問 福祉総務課11７２４・２５３７）１７

水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・
境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４－２１－４３　11０４２・７８９・０５０２）
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完
全予約制のため必ず事前に電話で連絡を＝11０４２
・７２５・２２２５）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１時５０分：都営中里橋アパート内公園
２時　　：小野路公会堂
２時３０分：諏訪神社
３時　　：薬師ケ丘住宅、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっ子クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１１日を参照して下さい）
○なんでも健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分　１時１５
分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・５１７８）１８

木☆国際版画美術館市民展示室（～２０日　町田
市グループホーム入居者作品展示会○問 濱 
田11７９５・２６３４）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：藤の台球場
１０時３０分：セルシオヒルズすずかけ台、マイラ

イフ尾根道
２時　　：宝泉寺駐車場、南町田ハイタウン

前、鶴間風の子公園
３時　　：鶴間ガーデンセシア
３時１０分：小山小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～正午、１時～３時　電話相談のみ
受け付け＝11７２９・５０７０　○問 町田市社会福祉協議 
会11７２２・４８９８）１９

金

☆市民ホールギャラリー（～２１日　景林書道
展○問 景林書学院11７２５・８０２９）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
 （旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）２０

土
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市医師会準夜急患こどもクリニック�

ごみのポイ捨ては�

　　やめましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�

【内科系・外科系】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町田慶泉病院　　　　７９５・１６６８�
　　・南町田病院　　　　　７９９・６１６１�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�

※電話番号をお間違えのないようご注意下さい。�
　おかけになる前にもう一度ご確認を�！�

月・火・木・金・土曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（町田市民フォーラム内）�� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分（先着４０人）の予約を受け付けます。�

よく手洗い、うがいをして�
インフルエンザの予防を　�！�

町田市フォトサロンから臨時休館のお知らせ�

１２月１６日（火）～１２月２２日（月）�
展示作成のため臨時休館します。�

□町田市フォトサロン1736・8281問�

１２月２３日（祝）から２００９年３月２日まで、�
ＦＣ町田ゼルビア展を開催します。�

町田リス園1734・1001問�□�

※記念イベント（腹話術・マジックショー）、�
　賞品付きクイズラリーあります。�

町田リス園20周年目の�
　　　　　　ファン感謝祭�
12月14日（日）は小学生まで入園無料、�

大人は入園料半額。�

�


